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例
　　　　　　　　二一一日

一
、
本
書
は
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
十
八
日
よ
り
同
二
十
五
日
に
至
る
間
宮
崎
県

教
育
委
員
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
西
都
市
妻
町
三
宅
日
向
国
分
寺
遺
跡
の
調
査

報
告
で
あ
る
。

一
、
本
調
査
は
、
日
向
遺
跡
総
合
調
査
の
第
二
年
度
と
し
て
計
画
、
実
施
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

一
、
本
書
の
執
筆
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

鏡
　
山
　
　
猛
　
　
第

一
章
　
序
　
　
説

第

一
節
　
調
査
の
目
的
と
経
過

第
二
節
　
ｕ退
跡
の
立
地
と
環
境

第
五
章
　
結
　
　
説

小

日
富

士

雄
　
　
第
一
一章
　
沿
車
―
日
向
国
分
寺
の
変
遷
―

第
二
章
　
遺
跡
の
調
査

第

一
節
　
既
往
の
考
古
学
的
調
査

第
二
節
　
】退
跡
の
調
査

一
、
遺
跡
の
現
状
　
　
一
一、
調
査
経
過

三
、
南
地
区
　
　
　
　
五
、
周
辺
地
区

第
四
章
　
逹返
物
の
調
査

第
二
節
　
発
掘
遺
物
各
説

第
五
章
　
考
　
　
　
　
論

第

一
節
　
国
分
寺
建
立
の
諸
問
題

第
二
節
　
寺
域
と
伽
藍
配
置
の
復
元

第
二
節
　
古
瓦
の
諸
問
題

二
、
国
分
寺
の
瓦
当
丈
　
一二
、
平
瓦
の
叩
目
文

大
　
川
　
　
清
　
　
第
二
章
　
遺
跡
の
調
査

第
二
節
　
逹還
跡
の
調
査

四
、
中
央
地
区
十
五
智
堂
周
辺
と
北
西
土
壇
―

第
五
章
　
考
　
　
　
　
ふ湘
　

，

第
二
節
　
寺
域
と
伽
藍
配
置
の
復
元

露
　
久
　
嗣
郎
　
　
第
四
章
　
連退
　
　
　
　
物

第

一
節
　
既
往
の
蒐
集
遺
物

第
二
節
　
発
掘
遺
物
各
説

第
五
章
　
考
　
　
　
　
論

第
二
節
　
古
瓦
の
諸
問
題

一
、
古
瓦
の
分
類
　
　
一
一、
国
分
寺
の
瓦
当
文

一
、
本
書
の
編
集
は
鏡
山
猛
氏
が
担
当
し
た
。

一
、
実
測
図
及
び
図
版
の
作
成
は
小
田
富
士
雄
、馬
久
嗣
郎
氏
が
行

っ
た
が
、航
空

写
真
は
航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地
の
提
供
を
う
け
た
。
ま
た
、
遺
跡
全
域
の
地

形
実
測
図
作
成
を
西
都
市
役
所
に
依
頼
し
て
い
た
が
、
本
年

一
月
の
西
都
市
大

火
の
た
め
に
中
断
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
本
書
に
は
収
録
で
き
な
か

っ
た
。

従

っ
て
、
西
都
市
作
成
の
三
千
分
の

一
地
図
を
利
用
し
た
。

一
、
本
調
査
に
よ

っ
て
出
上
し
た
遺
物
は
県
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
八
年
二
月

宮
崎
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
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第

一
節

第
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遺
跡
の
調
査

一
、
遺
跡
の
現
状

二
、

三
、

四
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五
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第
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章一
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一
一
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第
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中
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目
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県
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博
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館
ω
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館
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宮
崎
県
立
博
物
館
資
料
０

宮
崎
県
立
博
物
館
資
料
①

東
京
国
立
博
物
館
資
料
０

東
京
国
立
博
物
館
資
料
⑬
及
び
熊
本
博
物
館
資
料

昭
和
二
十
二
年
発
掘
資
料

（早
稲
田
大
学
蔵
）

国
分
尼
寺
址
出
土
軒
丸
瓦

（約
三
分
の

一
）

第
六
ト
レ
ン
チ
下
層
出
土
軒
丸
瓦

北
西
土
壇
軒
先
瓦
断
面
図

第
十

一
ト
レ
ン
チ
軒
先
瓦
断
面
区

三
宅
神
社

（伝
総
社
）

日
向
国
分
寺
伽
藍
地
割
想
定
図

九
州
地
方
国
分
寺
瓦
当
文
集
成

（奈
良
時
代
）

肥
後
国
分
寺
軒
丸
瓦

（熊
本
市
立
博
物
館
蔵
）

平
瓦
格
子
目
叩
丈
０

平
瓦
格
子
目
叩
丈
①

平
瓦
平
行
条
線
叩
文

以

上

59 57 55 53 47 42 38 37 35 35 35 33 31 2ワ  27 26 25 24



第

〓
早
　
序

説

第

一
節

　
調
査

の
目
的

と
経

過
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

日
向
国
分
寺
の
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
何
回
か
と
り
あ
げ
ら
れ
た
問
題
で
あ
る
。

昭
和
三
十
六
年
度
の
総
合
調
査
の
対
象
に
再
び
と
り
あ
げ
ら
れ
る
に
は
、
色
々
な

理
由
が
あ

っ
た
。
古
代
国
家
の
重
要
施
設
の
実
態
が
こ
の
地
で
は
あ
ま
り
明
か
で

な
い
こ
と
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
戦
後
考
古
学
的
発
掘
に
よ
る
史
跡
の
再
検
討
が

盛
ん
と
な
り
、
幾

つ
か
の
成
果
を
あ
げ
た
。
日
向
国
分
寺
で
も
こ
れ
に
こ
た
え
る

地
下
遺
跡
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
現
実
に
は
国
分
寺
の
所
在

地
は
西
都
市
三
宅
字
国
分
で
あ
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
の
で
、
遺
跡
に
つ
い
て

発
掘
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。
調
査
は
次
の
三
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
、
文
献
研
究
に
よ
る
国
分
寺
沿
革
調
査

二
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
る
寺
地
、
な
ら
び
に
建
築
物
の
構
造
と
配
置
の
復

一死

二
、
出
土
品
の
調
査
、
こ
と
に
、
古
瓦
類
の
整
理
編
年
研
究

発
掘
調
査
は
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
十
八
日
よ
り
二
十
五
日
ま
で
実
施
さ
れ
た

予
定
の
日
数
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
将
来
の
調
査
に
備
え
、
全
般
的
な
伽
藍
配

置
を
復
元
す
る
資
料
を
得
る
見
通
し
を
つ
け
る
目
的
で
幾
つ
か
の
ト
レ
ン
チ
を
設

定
し
て
、
土
層
を
み
る
と
共
に
古
瓦
其
他
の
遺
物

に
注
意
し
た
。
国
分
寺
主
要
建

築
物
を
数
え
て
も
、
南
大
門
、
中
門
、
金
堂
講
堂
以
下
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
従
来

こ
の
地
に
残
さ
れ
た
礎
看
が
極
め
て
少
な
く
、
遺
構
の
表
面
調
査
か
ら
各
殿
宇
を

推
定
す
る
こ
と
が
困
難
視
さ
れ
て
い
た
。
従
来
の
調
査
で
は
、
本
地
の
中
央
に
建

て
ら
れ
て
い
る
現
在
の
五
智
堂
が
金
堂
趾
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
多
く
行
わ
れ

て
い
る
。
今
回
吾
々
の
調
査
し
得
た
地
域
で
も
、
こ
の
堂
の
周
辺
に
重
点
が
置
か

れ
た
。
此
の
附
近
を
吾
々
は
中
央
区
と
呼
ん
で
、
ト
レ
ン
チ
を
穿
ち
、
堂
宇
の
あ

と
を
検
索
し
た
。
結
果
は
プ
ラ
ン
を
知
る
残
存
礎
材
料
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
が
、

溝
状
の
遺
構
と
柱
穴
を
発
見
し
た
。
中
央
地
域
を
金
堂
阻
と
す
れ
ば
、
そ
の
南
に

中
門
、
南
大
門
、
塔
寺
の
建
物
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
地
域
を
南
部
地
区
と
称

し
て
、
ト
レ
ン
チ
を
い
れ
た
。
北
部
地
区
は
講
堂
、
僧
房
等
の
所
在
が
考
え
ら
れ

る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
従
来
の
土
採
り
作
業
の
聞
書
き
と
採
集
遺
物
の
調
査
に

止
ま

っ
た
。
各
々
の
ト
レ
ン
チ
調
査
の
経
過
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
第
二
章

に
述
べ
る
の
で
こ
こ
に
は
省
略
し
て
、
以
下
調
査
員
及
び
関
係
者
の
名
を
列
記
し

て
お
こ
う
。

調
査
員
　
　
　
　
文
化
財
保
護
委
員
会
　
　
斉
　
　
藤
　
　
　
　
　
忠
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黒 川 寺 柳 日 大 罵 小 鏡

木 添 原  高 川 久 田 山

春   俊 宏 正 嗣 富

士

男 譲 丈 吉 晴 清 郎 雄 猛

九
州
大
学
教
授

九
州
大
学
研
究
生

九
州
大
学
大
学
院
学
生

宮
崎
県
文
化
財
専
門
委
員

宮
崎
県
立
博
物
館
長

庶
務
担
肖
　
　
　
県
社
会
教
育
課
主
事

西
都
市
社
会
教
育
課

外

宮
崎
大
学
の
史
学
科
学
生
諸
氏
の
測
量
援
助
地
元
高
校
、
中
学
の
学
生
諸
君
の

応
援
に
よ

っ
て
、
出
土
遺
物
の
整
理
梱
包
を
行

っ
た
事
を
記
し
て
感
謝
の
意
を
表

し
て
お
く
。

又
西
都
市
要
路
の
方
々
、
関
係
官
庁
、
博
物
館
、
教
育
委
員
会
の
方
々
に
も
公

私
に
わ
た

っ
て
御
世
話
に
な

っ
た
。
鏡
山
は
航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地
を
訪
ね
、

古
墳
群
集
地
帯
を
ふ
く
め
て
、
遺
跡
附
近

一
帯
の
調
査
地
区
の
写
真
撮
影
を
依
頼

し
た
。
歳
末
多
忙
の
な
か
を
快
よ
く
願
を
聞
き
と
ど
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
写
真
は

寺
院
地
域
の
地
形
実
測
図
が
種
々
の
事
情
で
遷
延
し
て
い
る
今
日
、
そ
の
欠
を
補

う
役
を
果
し
て
く
れ
た
。
な
お
新
田
原
基
地
よ
り
提
供
さ
れ
た
西
都
市

一
帯
の
垂

直
写
真
は
、
遺
跡

一
帯
の
地
理
的
及
び
歴
史
的
観
察
に
色
々
な
示
唆
を
与
え
て
く

れ
た
。
今
詳
し
く
こ
れ
に
つ
い
て
の
べ
る
余
裕
は
な
い
が
、
次
節
に
現
場
地
方
の

条
里
遺
構
に
つ
い
て
そ
の

一
端
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。

第

二
節
　
遺

跡

の
立
地

と
環

境

日
向
国
分
寺
は
西
都
原
古
墳
群
台
地
の
南
端
に
近
く
位
置
し
て
い
る
。
西
都
市

妻
町
の
街
並
は
台
地
の
東
側
の
す
そ
に
発
達
し
て
い
る
。
町
は

一
ツ
瀬
川
の
右
岸

に
沿

っ
て
い
る
が
、
左
岸
は
祇
園
原
台
地
の
断
崖
を
な
し
て
い
る
の
で
、
右
岸
は

一
ツ
瀬
川
の
氾
濫
原
で
あ
る
。
更
に
南
に
は
三
財
川
が
東
よ
り
西
に
流
れ
て

一
ツ

瀬
川
に
合
流
す
る
。
国
分
寺
台
地
の
南
辺
で
は
、
三
財
川
は
極
端
に
蛇
行
し
て
い

る
。
両
川
の
氾
濫
と
蛇
行
は
附
近
の
古
い
地
貌
を
消
し
去

っ
た
。
国
府
時
代
の
集

落
も
恐
ら
く
台
地
の
す
そ
に
営
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
遺
跡
に
よ

っ
て
復
元
す
る

手
が
か
り
は
少
な
い
。
今
わ
ず
か
に
地
名
に
よ

っ
て
国
府
の
沿
革
を
考
え
れ
ば
、

「
三
宅
」
と
い
う
古
落
が
ま
ず
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
日
向
の
三
宅
に
関
す
る
文
献

は
な
い
が

「
屯
倉
」
の
意
と
す
れ
ば
、
国
府
成
立
以
前
の
発
生
で
あ
り
、
こ
の
地

が
日
向
の
中
心
と
な
る
因
由
を
は
ら
ん
で
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
和
名

抄
に
も
児
湯
郡
に
三
宅
の
郷
名
が
み
え
て
い
る
。
又
国
府
を
中
心
と
し
て
、
公
道

が
設
け
ら
れ
た
こ
と
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
延
喜
式
に
み
え
る
児
湯
駅
も
国
府
附
近

に
所
在
し
て
い
た
こ
と
は
疑
あ
る
ま
い
。
日
向
国
府
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
印
鎗

神
社
の
所
在
地
が
最
も
有
力
な
手
が
か
り
で
あ
る
。
日
向
国
府
が
他
の
例
の
よ
う

に
、条
坊
に
よ

っ
て
区
劃
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
か
で
な
い
。
国
府
条
坊
の
み

な
ら
ず

一
般
に
宮
崎
県
下
の
条
里
遺
構
に
つ
い
て
は
全
く
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

九
州
の
偏
阪
と
は
い
え
、
日
向
国
府
に
近
い
地
域
に
は
、
少
く
と
も
条
里
の
遺
構

が
残

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
か
ね
て
考
え
て
い
た
が
国
分
寺
調
査
の
機
会
を

以
て
、
多
少
の
資
料
を
集
め
て
み
た
。
そ
の
第

一
は
航
空
写
真
に
よ
り
、
第
二
は

字
図
に
よ

っ
て
み
た
。
不
幸
に
し
て
、
妻
地
方
の
平
地
は
、
河
川
の
氾
濫
に
よ

っ
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色、

汁
ｒ
床
抄

て
古
い
地
割
の
あ
と
が
残

っ
て
い
な
い
。
加
え
て
市
街
地
の
周

辺
に
は
新
し
い
耕
地
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
耕
地
整
理
以
前

の
地
形
図
字
図
を
み
て
も
、条
里
の
道
構
は
見
当
ら
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
市
の
周
辺
地
域
で
、
部
分
的
に
遺
構
を
見
出
す
こ
と

が
出
来
た
の
は
、
幸
で
あ

っ
た
。　
一
つ
は
市
の
東
辺
湯
牟
田
附

近
の
水
田
で
あ
る
。
こ
の
平
野
に
は
、
三
財
川
の
支
流
が
東
北

よ
り
西
南
に
む
か

っ
て
流
れ
る
。
流
れ
に
沿

っ
て
東
北
―
西
南

方
面
の
条
里
基
線
に
よ
る
六
十
間
方
格
割
の
地
割
り
が
航
空
写

真
で
明
瞭
に
み
ら
れ
る
。
や
は
り
新
し
い
耕
地
整
理
が
あ
る
け

れ
ど
も
、
古
い
条
里
線
に
よ
る
路
や
陸
畔
が
残

っ
て
い
る
。
次

に
三
財
川
の
南
辺
に
も
丘
陵
の
す
そ
に
小
範
囲
の
条
里
遺
影
を

捉
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
更
に
南
方
宮
崎
神
宮
方
面
の
広
い
範

囲
の
条
里
も
観
察
出
来
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
ま
ぎ
れ
の
条
里
や

広
域
の
条
里
地
割
が
児
湯
郡
よ
り
宮
崎
郡
に
か
け
て
実
施
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
明
か
な
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
国
府
の

中
核
で
あ
る
三
宅
の
平
地
に
古
い
方
格
地
割
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
の
で
な
か
ろ
う
か
、
た
だ

現
在
の
段
階
で
は
、
具
体
的
に
条
里
な
り
条
坊
の
復
元
を
国
府

及
び
国
府
縁
辺
に
つ
い
て
成
功
さ
せ
る
手
だ
て
を
つ
か
ん
で
い

な
い
。
将
来
の
調
査
続
行
を
期
し
日
向
条
里
の
解
説
は
別
の
機

会
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
ょ
う
。

第 4図 遺跡附近地図  (五万分之―「妻」分載)○印 北より三宅神社、国分寺好、印鎗神社
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第
二
章
　
沿

十

日

向

国

分

寺

の

変

遷

―

国
分
寺
建
立
は
い
う
ま
で
も
な
く
天
平
十
三
年

（七
四

一
）
二
月
二
十
四
日
の

詔
を
も

っ
て
始
ま
る
。
し
た
し
、
国
分
寺
建
立
の
年
時
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

学
会
で
も
屋
々
論
じ
ら
れ
て
き
た
如
く
、
諸
説
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
問
題
は
本
稿

の
さ
し
あ
た

っ
て
の
問
題
で
は
な
い
の
で
、
通
説
に
従

っ
て
、
天
平
九
、
十
年
の

間
に
国
分
寺
の
造
営
が
決
定
し
、
以
来
、
仏
像
の
製
作
、
七
重
塔
の
造
営
、
最
勝

王
経
納
置
な
ど
が
予
約
さ
れ
、
或
は
す
す
め
ら
れ
て
い
た
が
、

「
続
日
本
紀
」
天

平
十
二
年
の
詔
は
そ
れ
ら
の
国
分
寺
建
立
に
関
す
る
諸
法
令
を
整
理
し
た
も
の
で

あ

っ
た
と
考
え
て
お
こ
う
。
ま
た
こ
の
詔
は

「
類
乗
三
代
格
」
に
み
え
る
天
平
十

二
年
二
月
十
四
日
の
勅
及
び
諸
条
例
を
も
と
に
し
て
、
続
紀
編
纂
の
際
に
こ
れ
を

要
約
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

日
向
国
分
寺
に
関
す
る
記
載
が
は
じ
め
て
正
史
の
上
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
こ

の
後
、
十
五
許
を
経
た
天
平
勝
宝
八
年

（七
五
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。

十
二
月
己
亥
、
越
後
、
丹
波
、
丹
後
、
但
馬
、
因
幡
、
伯
者
、
出
雲
、
石
見
、

美
作
、
備
前
、
備
中
、
備
後
、
安
芸
、
周
防
、
長
門
、
紀
伊
、
阿
波
、
讃
岐
、
伊

予
、
土
左
、
筑
後
、
肥
前
、
肥
後
、
豊
前
、
豊
後
、
日
向
等
二
十
六
国
、
国
別
頒

「

工
‐ 下
嘩
帥
劉
片
喋
す
魂
翔
脚

一
寺 四
舛
功

博
ギ
醐
脚
本
準
、
以

帥
押
郡
嗣
鍋
鞠
鞠
″

用

こ
の
記
載
に
よ

っ
て
み
る
と
、
こ
の
頃
西
日
本
の
大
部
分
の
国
分
寺
が
成
立
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
く
と
も
国
分
寺
伽
藍
の
主
要
堂
宇
は
建
立
さ
れ
た
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
日
向
国
分
寺
は
当
時
に
お
け
る
南
限
で
あ

っ
た
。

つ
い
で
九

世
紀
前
半
に
成

っ
た

「
弘
仁
式
」
の

「主
税
」
の
項
に

日
向
国
。

（中
ｏ
略
）
国
分
寺
料
三
万
束
‘
当
国
一
万
束
。
大
隅
国
二
万
束
。

と
あ

っ
て
大
隅
国
分
寺
料
束
を
日
向
国
分
寺
料
束
か
ら
割
取
し
て
い
る
。
更
に
十

世
紀
前
半
に
成

っ
た

「
延
喜
式
」
の

「主
税
」
の
項
に
は
章
国
国
分
寺
料
は

一
万

東
と
な

っ
て
、
大
隅
国
分
寺
料
は
す
で
に
大
隅
国
自
体
で
計
上
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
後
、
日
向
国
分
寺
に
関
す
る
記
録
は
途
絶
え
て
し
ま
う
が
、
延
喜
以
降
、

全
国
的
に
拡
が
る
荘
園
制
下
で
、
国
分
寺
は
衰
退
の
方
向
を
た
ど
る

こ
と

と

な

る
。
日
向
国
分
寺
に
し
て
も
例
外
で
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
に
下

り
、
建
久
八
年

（
一
一
九
七
）
に
成
る

「建
久
図
田
帳
」

（史
籍
集
覧
二
七
冊
）
に

よ
れ
ば
、

ｏ
国
分
寺
田
二
十
町

右
児
湯
郡
内

（地
頭
上
持
太
郎
宣
綱
）

ｏ
尼
　
　
寺
　
　
田
十
町

右
同
郡
内
　
　
地
頭
同
人



と
あ

っ
て
、
天
平
十
二
年

（
七
四

一
）
の
国
分
寺
建
立
の
詔
勅
に
僧
寺
、
尼
寺
の

水
田
は
各
十
町
と
さ
れ
卜
同
十
九
年

（七
四
七
）
に
は
偕
寺
に
九
十
町
、
尼
寺
に

四
十
町
が
追
加
さ
れ
、
更
に
天
平
勝
宝
元
年

（七
四
九
）
に
諸
国
国
分
悩
寺
の
墾

田
は

一
千
町
、
尼
寺
は
四
百
町
と
定
め
ら
れ
た
往
時
に
較
ぶ
れ
ば
衰
退
の
著
し
さ

が
う
か
が
わ
れ
る
。

江
戸
時
代
に
入
り
、
国
分
寺
は
急
々
衰
亡
寸
前
の
状
態
に
在

っ
た
が
、
寛
政
年

間
、
国
分
寺
に
在
住
し
た
木
喰
上
人
に
よ

っ
て
復
興
さ
れ
た
。
こ
の
間

の
事

情

は
、
木
喰
の
発
見
者
で
あ
る
柳
宗
悦
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
こ
れ
は
更
に

「
宮
崎

県
史
蹟
調
査
報
告

（児
湯
郡
之
部
）
」
第
四
輯

（大
二
十
四
年
）
に
金
丈
が
、
ま

た
第
五
輯

（昭
和
五
年
）
に
要
約
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
今
、
そ
の
要
点
を
抜
率

し
て
変
遷
の
概
要
を
う
か
が
う
こ
と
に
す
る
。
木
喰
晩
年
の
手
記
に
、

ヲ
ヨ
ソ
日
本
国
々
山
々
タ
ケ

，く
、
島
々
ノ
修
行
ヲ
心

ニ
カ
ケ
テ
、
日
本
ア
ラ

′
ヽ
成
就

ニ
イ
タ
ル
、
ソ
ノ
セ
ッ
九
州
修
行
ノ
節

ニ
イ
タ
ッ
テ
、
日
向

国

分

寺

二
、

ヨ
ン
所
ナ
キ
イ
ン
エ
ン
ニ
ヨ
ッ
テ
、
ト
ド
マ
リ
テ
、
住
シ
ヨ
ク
イ
タ
シ
、
三

年
ロ
ノ
正
月
二
十
二
ロ
ニ
、
シ
ュ
火

ニ
ア
イ
、
フ
レ
ョ
リ
七
年
ケ
間
、
ナ
ン
キ
ャ

ウ
ク
キ
ャ
ウ
エ
テ
、
ガ
ラ
ン
コ
ン
リ

ュ
ウ
、
成
就
シ
テ
ノ
チ
、
党
政
九
己
歳
四
月

八
日
二
国
分
寺
出
立
ス

と
あ

っ
て
、
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
か
ら
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
ま
で
の
十

年
間
を
日
向
国
分
寺
で
過
ご
し
た
。
木
喰
七
十
歳
か
ら
八
十
歳
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
間
、
寛
政
三
年

（
一
七
九

一
）
堂
宇
は
炎
上
し
て
烏
有
に
帰
し
た
。
木
喰
は

翌
四
年
か
ら
伽
藍
の
再
興
に
着
手
し
、
広
く
施
主
を
募

っ
た
。
そ
れ
と
共
に
自
ら

五
体
の
仏
像
の
彫
刻
に
と
り
か
か

っ
た
。
か
く
し
て
成

っ
た
の
が
現
存
す
る
五
休

の
木
製
如
来
座
像
で
あ
る
。
乃
ち
中
央
大
日
如
来
、
南
方
宝
生

如

来
、
東

方

薬

師
如
来
、
西
方
阿
爾
陀
如
来
、
北
方
釈
迦
如
来
の
五
智
で
あ
る
。
宝

生

如

来

の

背
面
に

「
ク

ハ
ン
世
イ
四
子
ノ
八
月
十
五
日
作
木
喰
」

な
る
刻

銘

が

あ

り
、

釈
迦
如
来
の
背
面
に
は

「
覚
政
六
寅
ノ
ニ
月
八
日
ニ
コ
レ
ヲ
作
木

喰

五
行

菩
薩

大
信
心
」

な
る
墨
菩
銘
が
み
ら
れ
る
。
　

（銘
丈
は
今
回
筆
者
の
実

査

に
基
づ

く
）木

喰
上
人
に
よ

っ
て
再
興
さ
れ
た
国
分
寺
の
堂
宇
は
明
治
初
年
ま
で
存
続
し
た

が
、
当
時
全
国
を
風
靡
し
た
廃
仏
棄
釈
の
波
は
こ
の
地
に
も
及
ん
で
、
村
民
に
破

壊
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
古
老
の
言
に
よ
れ
ば
、
寺
域
は

一
時
全
く
廃
墟
と
な

っ
た

と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
五
智
如
来
の
尊
像
の
み
は
幸
い
に
も

一
民
家
に
移
さ
れ

て
難
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
や
が
て
、
明
治
二
十
年
頃
廃
墟
に

一
堂
字
を
建
立
し
、
五

智
如
来
を
安
置
し
た
。
と
の
堂
宇
の
写
真
は
前
掲
県
史
蹟
調
査
報
告
五
輯
の
第
二

第 2図 五智堂本尊  伏口如来)
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十
■
図
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
瓦
葺
入
母
屋
造
り
の
建
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

堂
宇
は
風
雨
で
破
損
し
、
屋
根
が
落
ち
る
に
及
ん
で
更
に
修
復
し
て
昭
和
二
十
二

年
二
月
に
竣
■
し
た
の
が
、
現
存
の
五
智
堂
二
字
で
あ
る
。
正
面
六
間
、
側
面
四

間
の
五
葺
切
妻
造
り
で
東
面
す
る
。
堂
内
に
は
北
よ
り
南
に
釈
麹
，　
爾
陀
、　
大

日
、
薬
師
、
宝
生
の
順
に
五
智
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
る
０
再
建
の
棟
札
に
曰
く

泰
修
堂
宇
再
建
本
尊
蜂
的
卵
鞭

入
“
法
要
維
持
昭
和
一一十
二
年
四
月
一一一日
日
向
国
国
分
幸

五
智
堂
の
前
方
に
何
叫
二
相
の
仁
王
石
像
が
立
ち
て
い
る
。
室
町
時

―代
以
降
め

新
造
で
あ
る
が
―
再
建
ま
で
は
堂
内
に
入
れ
ら
れ
て
あ
っ
た
と
い
う
。
造
像
の
由

緒
は
詳
ら
か
で
な
い
。
五
智
堂
は
現
在
三
宅
部
落
の
共
同
管
理
下
に
あ
り
、
そ
の

敷
地
も
ま
た
共
有
地
と
し
て
、
保
存
さ
れ
て
い
る
。
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第
垂

遺

跡

の

調

第

一
節

　
既
往

の
考
古

学
的

調
査

日
向
国
分
寺
址
の
遺
跡
探
査
に
つ
い
て
は
伊
東
常
足
翁
の

「
太
宰
管
内
志
」
所

収
、
日
向
志
児
湯
郡
国
分
寺
項
の
記
載
が
古
い
も
の
で
あ
る
。
乃
ち
、

（前
略
）

〔
中
原
宜
直
云
〕
国
分
寺
は
三
宅
村
に
あ
り
、
門
な
ど
あ
り
大
な
る

古
仏
あ
ま
た
あ
り
此
寺
何
ノ
郡
に
あ
り
と
云
事
さ
だ
か
な
る
証
は
な
け
れ
ど
国
府

国
分
二
寺
同
所
に
あ
る
例
な
れ
ば
暫
く
此
処
に
出
し
て
後
の
考

へ
を
ま
つ
に
な
ん

も
し
今
に
も
此
郡
の
ほ
と
り
に
金
光
寺
と
か
光
明
寺
と
か
云
寺
も
あ
ら
ば
そ
れ
に
て
も

あ
る
べ
し
な
ほ
か
さ
ね
て
か
む
が
へ
て
し
る
べ
し
、

〔
国
人
云
〕
国
分
寺
は
伊
藤
氏
所

領
の
時
は
大
寺
な
り
し
を
今
は
甚
お
と
ろ
へ
て
本
堂
も
五
間
四
面
ば
か
り
な
り
文
政
七

年
よ
り
三
十
年
ば
か
り
む
か
し
の
天
災
悉
く
古
き
物
は
や
け
う
せ
て
伝
は
ら
ず
今
の
古

体
と
い
う
も
は
其
比
木
喰
上
人
と
云
も
の
来
り
て
き
ざ
み
直
せ
り
真
言
宗
な
り
住
僧
な

し
近
辺
に
山
伏
あ
り
て
是
を
あ
づ
か
れ
り
滅
罪
寺
に
あ
ら
ず

右
の
記
載
に
よ
れ
ば
十
九
世
紀
代
に
は
現
在
の
国
分
寺
址
は
必
ず
し
も
確
定
し

て
い
な
か

っ
た
か
に
思
わ
れ
る
。
す
で
に

「
和
名
抄
」
に
日
向
国
府
が
児
湯
郡
に

在
り
と
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
国
府
国
分
寺
は
接
近
し
て
あ
る
諸
国
の
例
に
よ

っ
て

今
の
地
に
比
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
地
を
国
分
寺
と
伝
う
る
伝
承
は

あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
、
日
向
国
分
寺
を
此
処
に
比
定
す
る
説
は
、
喜
田
貞
吉
氏
の

「
日
向
国

史
」
に
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

大
正
十
四
年
刊
の

「
宮
崎
県
史
蹟
調
査
報
告
」
第
四
輯
（児
湯
郡
之
部
）
八
五
頁
に

↑
前
略
）

今
は
荒
廃
に
帰
し
て
、
住
に

一
小
堂
宇
と
五
智
如
来
の
木
像
を
安

置
す
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
当
時
の
大
礎
石
並
布
目
瓦
の
破
片
、
点
々
と
し
て
、
彩

楼
燦
と
し
て
輝
く
往
時
の
偉
観
を
偲
ば
せ
る
。
　
↑

後
略
）

と
記
さ
れ
、
採
集
の
古
瓦
が
四
八
十
四
九
頁
の
写
真
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
資
料
は
現
在
西
都
市
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
更
に

「
同

県
史
蹟
調
査
報
告
」
第
五
輯

（児
湯
郡
之
部
）

（昭
和
五
年
刊
）
の
な
か
に
国
分

寺
址
と
近
世
の
木
版

一
枚
の
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
両
書
に
あ

つ
か

わ
れ
た
国
分
寺
に
関
す
る
内
容
は
、
近
世
の
国
分
寺
復
興
に
貢
献
し
た
木
喰
上
人

の
業
蹟
が
主
体
で
あ

っ
て
、
寺
址
の
考
古
学
諸
査
に
は
至
ら
な
い
。
第
四
輯
に
当

時
の
国
分
寺
境
内
の
状
況
を
記
し
て
曰
く
。

国
分
寺
の
入
口
左
側
に
は

一
大
礎
石
が
あ
る
。
七
重
塔
中
心
柱
の
台

石

に

し

て
、
中
央
部
よ
り
約
二
寸
偏
し
た
る
箇
所
に
長
さ
七
寸
五
分
、
横
五
寸
五
分
、
深

さ
二
寸
五
分
の
穴
を
穿
つ
。

国
分
寺
創
立
当
時
の
境
域
は
、
方
六
十
間
に
し
て
、
東
西
南
北
の
四

門

を

設

け
、
西
面
せ
る
も
の
」
思
考
せ
ら
る
を
以
て
現
時
残
存
せ
る
礎
石
の
大
部
分
は
、
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其
後
再
建
に
当

っ
て
、
原
位
置
を
変
じ
た
る
も
の
な
る
事
論
な
く
、
往
時
の
位
置

を
変
ぜ
ず
と
認
む
る
も
の
は
僅
々
数
個
に
過
ぎ
ず
、
中
に
寺
址
の
西
方
民
地
に
接

し
、
高
さ
二
尺
の
中
檀
に
半
ば
堀
出
さ
れ
将
に
墜
落
せ
ん
と
せ
る
礎
石
は
、
思
ふ

に
旧
寺
建
設
当
時
の
礎
石
に
し
て
、
寺
址
を
証
す
る
に
順
る
重
要
な
る
も
の
と
認

め
る
。
　
　
全

〇
二
十

一
〇
三
頁
）

ま
た
、
尼
寺
に
つ
い
て
も
次
の
如
く
記
さ
れ
る
。
寺
址
の
北
約
五
町
の
所
に
尼
寺

坂
あ
り
、
其
の
坂
の
上
に
法
華
跡
が
あ
る
。
法
華
跡
は
法

華
滅

罪
寺
跡

で
あ

っ

て
、
尼
僧
が
い
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
寺
址
壇
内
方
六
十
間
、　
一
小
桐
あ
り
、
色

褪
せ
た
る
立
像
八
寸
の
阿
弥
陀
如
来
を
安
置
し
て
い
る
。
仔
細
に
附
近
を
捜
査
す

れ
ば
、
布
目
瓦
の
破
片
を
発
見
す
る
に
依
り
、
同
地
の
寺
址
た
る
事
は
疑
ふ
の
余

地
が
な
い
。
　
　
全

〇
三
貢
）

国
分
寺
の
遺
跡
に
関
す
る
最
も
基
礎
的
な
成
果
は
、
昭
和
十
二
年
に
考
古
学
研

究
会
が
角
田
丈
衡
氏
に
委
託
し
て
、
全
国
の
国
分
寺
を
網
罹
し
た

「
国
分
寺
の
研

究
」
上
下
三
巻
に
収
め
ら
れ
た
。
日
向
国
分
寺
も
こ
の

一
環
の
作
業
と
し
て
久
保

平

一
郎
氏
が
担
当
し
た
。
し
か
し
章
時
の
調
査
も
寺
址
の
現
状
調
査
に
終
始
し
、

荒
廃
し
た
遺
跡
の
表
面
観
察
で
は
新
知
見
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
。
次
に

遺
跡
調
査
の
報
告
を
再
録
し
て
状
況
を
う
か
が

っ
て
お
こ
う
。

該
堂
宇

⌒五
牌
製
稚
訃
）
は
旧
寺
域
と
考
定
さ
れ
る
地
域
の
北
寄
り
に
設
け
ら
れ

た
る
土
垣
上
に
在
る
。
此
の
上
境
は
、
東
西
二
十
五
米
、
南
北
二
十
米
、
高
さ
八

十
五
糎
に
し
て
、
表
面
に
四
個
の
礎
石
ら
し
い
も
の
が
、
略
々
三
米
置
き
に
東
西

に

一
線
と
な

っ
て
露
出
し
て
い
る
。
此
の
上
壇
並
び
に
礎
石
が
果
た
し
て
旧
国
分

の
も
の
な
り
や
否
や
は
、
既
述
の
如
く
寛
政
三
年
に
火
災
に
罹

っ
て
い
る
事
で
あ

る
か
ら
、
今
俄
か
に
断
定
す
る
事
は
出
来
な
い
。
或
い
は
、
木
喰
再
興
の
折
築
か

れ
た
も
の
か
も
解
か
ら
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
今
後
の
研
究
を
待
つ
べ
き
も
の
で

あ
る
。
堂
宇
を
去
る
北
三
十
米
、
堂
宇
敷
地
入
日
左
側
に
心
礎
と
考
へ
ら
れ
る
礎

石
が
残

っ
て
い
る
。
高
さ
五
十
六
枢
、
東
西

一
米
四
十
糎
、
南
北

一
米
四
十
糎
の

石
に
し
て
、
中
心
よ
り
略
ら
南
寄
り
に
、
長
さ
二
十
六
傾
、
幅
十
五
糎
、
深
さ
六

糎
の
穴
が
穿
た
れ
て
い
る
。
此
の
礎
石
の
位
置
が
、
果
し
て
旧
位
置
其
の
偶
な
る

か
は
疑
間
に
し
て
、
今
後
の
研
究
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
で
あ
る
。

日
向
国
分
寺
辻
の
現
状
か
ら
旧
伽
藍
堂
塔
の
配
置
に
論
及
さ
れ
た
の
は
堀
井
三

友
氏
が
最
初
の
よ
う
で
あ
る
。
堀
井
氏
は
昭
和
十
年
代
に
独
力
で
仝
国
の
国
分
寺

址
を
踏
査
し
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
偶
々
太
平
洋
戦
多
末
期
の
混
乱

の
た
め
に
公
刊
さ
れ
る
に
至
ら
な
か

っ
た
。
戦
後
、
刻
井
氏
述
著
刊
行
委
員
会
に

よ

っ
て

「
国
分
寺
址
之
研
究
」

（昭
和
三
十

一
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
ｃ

(「国分寺の研究」による)

(こ の図の東は北の諜りである)

第 3図  日向国分寺址見取図
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次
に
そ
の
結
果
を
抜
率
し
て
お
く
。

今
の
寺
域
は
北
方
の
道
路
よ
り
入
る
の
が
便
宜
で
あ
る
が
、
以
前
は
南
方
か
ら

参
道
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。南
方
よ
り
寺
域
に
入
る
と
、次
第
に
北
方
に
高
く
、

参
道
の
ほ
ぼ
正
面
に
束
向
の
小
堂
が
あ
り
、
こ
こ
に
木
喰
上
人
自
作
の
丈
六
五
智

如
来
の
木
像
五
姫
を
ま
つ
る
。
そ
の
堂
の
敷
地
は
土
壇
と
な
り
、
上
に
礎
石
が
配

列
さ
れ
て
い
る
。
土
壇
は
東
西
約
十
四
間
、
南
北
十
六
間
、
高
さ
三
尺
許
、
礎
石

の
配
列
は
桁
行
五
間
、
梁
間
三
間
の
建
造
物
が
こ
こ
に
建

っ
て
い
た

こ
と

を

示

す
。
木
喰
上
人
の
建
立
せ
り
と
伝
え
る
五
智
塔
の
址
で
あ
ろ
う
。
こ
の
土
壇
の
西

北
に
当

っ
て
、
土
壇
が
あ
り
、
古
瓦
の
出
土
が
あ
る
。
そ
の
形
は
今
東
北
方
が
く

づ
さ
れ
て
い
る
が
、
塔
址
と
伝

へ
て
い
る
。
附
近
に
塔
心
礎
と
称
せ
ら
れ
る
礎
石

が
あ
る
。
長
径
五
尺
八
寸
に
短
径
五
尺
二
寸
、
表
面
に
長
さ
七
寸
五
分
に
巾
六
寸

の
方
形
の
孔
を
穿
つ
。
心
礎
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
、
奈
良
期
の
心
礎
で
な
い
こ

と
は
明
か
で
ぁ
る
。
そ
の
西
に
大
き
さ
四
尺
に

一
尺
六
寸
の
礎
石
で
表
面
に
桃
実

状
の
孔
あ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
西
南
に

一
個
、
五
尺
九
寸
に
四
尺
六
寸
許
の
表

面
に
不
正
形
の
孔
あ
る
も
の
が
あ
る
。
伝
塔
址
の
北
側
の
道
路
を
隔
て
て
、
北
方

に
南
北
二
十
間
に
東
西
約
十
七
間
の
土
壇
様
の
も
の
が
あ
る
。
こ
の
辺
に
金
堂
、

講
堂
址
を
求
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
ぅ
す
れ
ば
、
塔
址
は
む
し
ろ
五
智
堂
の
以
西

に
求
む
べ
き
で
ぁ
る
ま
い
か
。
道
路
の
東
方
五
丁
、
道
路
の
三
叉
点
に

一
礎
石
が

あ
り
、
原
状
の
ま
ま
ら
し
い
。
こ
の
辺
に
東
門
址
を
求
む
べ
き
か
。

全
一一ハ
四
頁
）

以
上
、
昭
和
前
半
期
の
日
向
国
分
寺
址
に
関
す
る
諸
書
の
記
載
を
通
覧
し
て
感

じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
も
は
ゃ
現
状
の
表
面
調
査
で
は
こ
れ
以
上
の
新
知
見
は
得

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
ぁ
る
。
堀
田
氏
の
伽
藍
配
置
論
に
し
て
も
、
そ
の
論
拠

は
不
十
分
で
推
察
の
域
を
出
る
も
の
で
な
い
。
従

っ
て
、
停
滞
し
た
国
分
寺
址
の

研
究
を
打
開
す
る
に
は
遺
跡
の
発

掘
以
外

に
な

い
と

こ
ろ
に
ま
で
到
達
し
て
い

た
。戦

後
未
だ
混
乱
の
最
中
、
昭
和
二
十
二
年
に
駒
井
和
愛
氏
を
団
長
と
す
る
日
向

考
古
調
査
団
に
よ

っ
て
西
都
原
台
地
及
び
そ
の
周
辺
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

際
に
、
日
向
国
分
寺
辻
の
調
査
も
行
わ
れ
、
五
智
堂
北
西
の
上
粛
一が
発
掘
さ
れ
、

寺
域
の
復
元
な
ど
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
報
告
書
は
未
刊
で
あ
る
が
、
調
査

概
要
が
松
本
昭
氏
に
よ

っ
て

「
日
本
考
古
学
年
報
４
」

（昭
和
二
十
六
年
刊
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
日
向
国
分
寺
址
の
研
究
史
に
劃
期
的
な
意
味
を
も

っ
も
の
で

あ
る
の
で
、
次
に
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

〔
寺
域
〕
０
南
限
―
―
地
勢
や
聞
込
み
等
に
よ
る
古
い
道
路
の
調
査
の
結
果
南
大
門

と
思
し
き
踊
り
場
を
発
見
し
た
。
②
北
限
―

―
土
師
の
違
物
や
湧
水
お
よ
び
古
井

戸
、
な
ら
び
に
地
勢
等
か
ら
、
大
凡
僧
房
址
と
推
定
で
き
る
地
点
を
見
出
し
た
。

⑥
束
限
―
十

二
基
の
古
墳
お
よ
び
古
墳
の
崩
れ

（現
在
記
念
碑
の
如
き
も
の
が
あ

る
）
を
除
い
た
。化
か
も
平
野
よ
り
こ
の
寺
の
あ
る
台
地

へ
通
う
道
路
の
上
り
切

っ

た
所
に
あ
る
寺
門
址
と
称
せ
ら
れ
る
地
点
を
通
る
限
界
が
東
限
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
西
限
―
―
国
分
寺
の
あ
る
台
地
に
迫

っ
て
く
る
西
都
原
の
地
勢
と
、
古
墳
や
古

道
路
等
に
よ
り
大
凡
推
定
さ
れ
る
。
以
上
に
よ
り
寺
域
は
大
体
方
二
町
程
度
と
考

え
ら
れ
る
。

〔
土
壇

・
礎
石
〕
ω
五
智
堂
北
西
の
上
壇
―
―
塔
址
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
発
掘
の
結

果
は
決
定
的
な
証
拠
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
土
壇
の
西
側
は
民
家
の
た
め
に
削
ら

れ
て
垂
直
な
断
面
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
断
面
近
く
の
地
表
か
ら
高
さ

一
米
の

地
点
で
、
根
じ
め
石
の
あ
る
礎
石

（幅
八
二
極
、
長
さ

一
・
〇
七
米
）
を
発
掘
し

た
。
ω
五
智
堂
の
上
垣
と
そ
の
上
の
礎
石
を
調
介
し
て
、
こ
の
上
段
が
ほ
ぼ
旧
寺
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の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
動
か
さ
れ
て
い
な
い
当
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
礎
石
三
基

を
発
見
し
た
。
し
か
し
上
壇
が
新
し
い
証
拠
、
礎
石
を
動
か
し
た
証
拠
が
な
い
と

い
う
程
度
の
消
極
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
り

一
層
の
調
査
で
改
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
ろ
う
。
①
五
秤
堂
発
見
の
三
基
の
礎
石
の
レ
ベ
ル
は
、
北
西
土
壇
の
西
側

断
面
に
み
え
る
黒
色
有
機
質
土
層

（高
さ
四
三
糎
、
そ
の
上
に
麻
土
と
思
わ
れ
る

黄
土
層
が

一
・
〇
六
米
の
厚
さ
で
覆

っ
て
い
る
）
の
レ
ベ
ル
と
ほ
ば
同
じ
で
あ
る

か
ら
何
ら
か
の
意
味
を
も

つ
旧
寺
院
の
地
表
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。
し
か
し
こ

の
推
定
地
表
と
、
北
西
土
垣
中
の
発
見
礎
石
の
レ
ベ
ル
差
の
説
明
は
今
後
の
調
交

に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
ω
伝
塔
心
礎
は
、
在
る
位
置
や
状
態
か
ら
原
位
置
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
日
向
考
古
調
査
団
に
よ
る
成
果
の
要
約
で
あ
る
ｃ
こ
れ
に
よ

っ
て
も
わ

か
る
よ
う
に
、
短
時
日
の
小
発
掘
で
は
未
解
決
の
問
題
が
多
い
。
第
二
回
の
発
媚

調
査
は
今
回
わ
れ
わ
れ
の
行

っ
た
調
査
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
も
ま
た
短
時
日
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
遺
跡
の
全
貌
を
解
明
す
る
こ
と
は
聖
め
な
か

っ
た
。
し
か
し
、

第
一
回
の
発
掘
調
査
で
残
さ
れ
た
問
題
を
解
決
で
き
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
更
に
新

し
い
問
題
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
の
あ

っ
た
の
が
今
回
調
介
の
成
果
で
あ

っ
た
。

遺
跡
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
将
来
ま
だ
幾
度

か
の
発
掘
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
節
　
遺
跡
の
調
査

一
、
　

遺
跡
の
現
状

国
分
寺
の
在
る
三
宅
字
国
分
の
地
は
、
西
都
原
古
墳
群
を
擁
す
る
西
都
原
台
地

の
南
端
に
延
び
た
舌
状
丘
陵
上
に
あ
る
。
東
側
に
つ
づ
く
平
野
か
ら
の
比
高
十
米

余
に
及
び
、ム
ロ
地
の
南
に
は
東
西
方
向
の
地
溝
帯
が
走
り
、東
は
平
野
に
連
な
り
、

西
は
更
に
北
西
に
カ
ー
ヴ
し
て
上
昇
し
て
山
丘
に
続
い
て
、
国
分
寺
台
地
の
南
及

び
西
の
限
界
を
地
形
的
に
構
成
し
て
い
る
。
五
符
堂
の
北
に
は
東
西
方
向
の
主
幹

道
路
が
走
り
、
そ
の
北
側
が
国
分
部
落
の
密
集
区
域
で
あ
る
。
道
路
の
北

一
町
ば

か
り
で
山
丘
の
斜
面
と
な
り
、
国
分
部
落
の
自
然
的
限
界
に
な

っ
て
い
る
。
部
海

の
北
東
に
は
山
麓
の
懐
を
利
用
し
た
大
き
な
溜
池
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
従

っ
て

こ
の
台
地
上
で
最
大
限
に
利
用
で
き
る
平
地
の
四
至
は
お
の
ず
か
ら
き
ま

っ
て
く

る
。
乃
ち
二
町
四
方
足
ら
ず
の
面
積
以
上
に
は
拡
張
で
き
な
い
と
い
う
地
形
上
の

制
約
が
み
ら
れ
る
。

遺
跡
の
中
心
と
目
さ
れ
る
五
智
堂
境
内
は
部
落
共
有
地
で
、
堂
の
北
側
は
墓
地

に
な

っ
て
い
る
。
五
智
堂
は
土
壇
を
築
い
た

一
段
高
所
に
在

っ
て
東

面

し

て

い

る
。
堂
の
前
方
に
は
三
体
の
仁
王
像
が
立
ち
、
そ
の
南
は
竹
簸
で
あ
る
。
境
内
に

入
る
に
は
北
の
道
路
か
ら
通
じ
て
お
り
、
道
路
沿
い
の
南
側
、
乃
ち
境
内
の
道
路

に
接
す
る
部
分
は

一
段
高
い
土
塁
状
の
上
増
を
な
し
て
い
る
。
五
符
堂
の
東
半
町

ば
か
り
の
と
こ
ろ
は
崖
を
な
し
、
こ
れ
よ
り
東
は
低
く
な

っ
た
畑
地
で
あ
る
。
ま

た
五
符
】
の
北
西
に
も

一
段
高
い
竹
鋲
の
上
壇
が
あ
り
、
従
来
塔
辻
と
伝
え
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
上
垣
の
西
は
民
家
の
納
屋
が
接
近
し
て
崖
を
な
し
、
礎
石
の

側
面
が
み
ら
れ
る
。
上
埴
の
東
、
墓
地
の
中
に
二
個
、
五
智
堂
の
北
に
二
個
、
道

路
か
ら
境
内
に
入

っ
て
く
る
東
側
に
塔
心
礎
と
伝
え
る
巨
石

一
個
が
据
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
道
路
の
北
、
五
智
堂
の
北
東
に
当
る
民
家
の
垣
根
の
下
に

一
個
、
ま
た
五
智
学
の
東

一
町
ば
か
り
、
道
路
の
南
に
接
し
て
三
個
の
自
然
石
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
礎
石
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
特
に
東
の
二
個
の
石
は
東
の
平
野
か

ら
道
路
を
の
ぼ

っ
た
台
地
の
東
側
に
当

っ
て
い
て
、
従
来
こ
の
坂
を

「仁
王
坂
」

と
い
う
俗
称
が
あ
る
と
云
わ
れ
る
。
更
に
こ
こ
に
境
内
に
在
る
二
体
の
仁
王
石
像
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第 4図 国 分 寺 附 近 地 形 図  に千分之―)

が
以
前
に
お
か
れ
て
い
た
と
い
う
伝
承
も

聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、

か

っ
て
東
門
が
在
り
、
そ
の
礎
石
で
あ
ろ

う
と
い
う
説
も
聞
い
て
い
る
。
こ
の
仁
王

坂
と
い
わ
れ
る
地
点
か
ら
南
に
小
路
が
延

び
て
畑
地
の
東
側
を
な
し
て
い
る
が
、
半

町
ば
か
り
で
小
路
が
東
南
に
カ
ー
ヴ
す
る

あ

た
り
に
そ
の
西
に
接
し
て

一
小
円
丘
が

あ
り
、
西
都
原
第
二
百
二
十
二
号
墳
の
標

柱
が
立

っ
て
い
る
。

五
智
堂
の
西
に
接
し
て
南
北
の
小
路
が

あ
り
、
台
地
を
下

っ
て
南
の
地
溝
部
に
連

な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
台
地
に
南
か

ら
の
ぼ

っ
て
く
る
唯

一
の
道
で
あ
る
。

台
地
は
、
五
智
堂
か
ら
南
す
る
に
従

っ
て

段
丘
を
形
成
し
な
が
ら
地
溝
帯
に
下

っ
て

い
る
が
、
こ
の
南
地
区
は
畑
地
と
し
て
開

拓
さ
れ
て
い
る
の
で
後
世
の
削
平
や
か
き

な
ら
し
に
よ
る
平
坦
面
の
形
成
も
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
凱
状
か
ら
は
旧
国
分
寺
の
遺

構
の
位
置
を
と
ど
め
る
も
の
を
さ
が
し
出

す
の
は
困
難
で
あ
る
。
民
家
も
建
て
こ
ん

で
き
て
い
る
の
で
、
将
来
空
閑
地
は
愈
々

な
く
な

っ
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
る
。

二
、
調
査
経
過

発
掘
調
査
は
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
十
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八
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
た
。

短
期
間
で
あ
る
た
め
に
遺
構
の
詳
細
を
究
明
す
る
よ
り
も
、
ト
レ
ン
チ
調
査
を
く

り
か
え
し
て
諸
選
構
の
所
在
、
保
存
状
況
、
将
来
の
遺
跡
保
存
に
備
え
て
寺
域
を

明
確
に
す
る
こ
と
な
ど
を
主
眼
に
し
た
。

小
日
、
蔦
久
両
名
は
十
六
日
午
後
宮
崎
に
到
着
。
同
日
と
翌
日
午
前
中
は
宮
崎

県
立
博
物
鮎
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
日
向
国
分
寺
採
集
古
瓦
を
調
査
し
、
昼
す
ぎ
の

バ
ス
で
西
都
市
に
向

っ
た
。
今
回
調
査
の
痛
泊
所
に
な
る
西
都
市
妻
町
第
二
小
畑

旅
館
で
、
日
高
正
晴
氏
、
県
教
委
の
寺
原
、
川
添
氏
、
市
教
委
の
黒
木
氏
等
と
共

に
打
合
せ
を
行
い
、
終
了
後
国
分
寺
及
び
周
辺
を
踏
査
し
た
。

〔
十
八
日
〕
西
都
市
役
所
で
遺
跡
附
近
の
地
籍
図
を
検
討
し
、
市
教
委
に
後
写
を
依

頼
し
て
遺
跡
に
向
う
。
調
査
は
先
ず
五
符
堂
南
の
畑
地
、
空
地
に
南
北
方
向
の
ト

レ
ン
チ

（第
４
？
第
４
）
を
設
け
て
南
地
区
の
発
掘
か
ら
開
始
し
た
。
あ
わ
せ
て

こ
の
地
区
の
平
板
測
量
を
行
う
。
レ
ベ
ル
の
基
点
は
五
智
】
南
西
隅
の
礎
石
上
面

を
え
ら
ん
だ
。
本
国
か
ら
宮
崎
大
学
学
芸
学
部
史
学
科
の
学
生
数
名
が
応
援
に
来

て
く
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
夜
、
斉
藤
忠
氏
到
着
。

【
十
九
日
〕
早
朝
、
大
川
清
氏
到
着
。

つ
づ
い
て
柳
氏
到
着
。
南
地
区
は
昨
国
に
ひ

き
つ
づ
い
て
発
掘
と
測
量
を
行
な
う
。
第
５
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。

五
料
堂
北
西
の
上
壇
は
大
川
氏
が
人
大
を
指
禅
し
て
礎
石
の
検
出
に
か
か

っ
た
。

（
二
十
日
〕
午
前
中
で
南
地
区
の
平
板
測
量
を
完
了
し
、
第
３
ト
レ
ン
チ
の
上
層
図

作
成
に
か
か

っ
た
。
午
後
か
ら
五
祁
】
及
び
北
西
土
壇
を
合
む
逃
跡
の
中
央
地
区

の
平
板
測
量
に
か
か
る
。
測
量
に
は
小
日
、
馬
久
が
交
代
で
宮
崎
大
学
々
生
と
共

に
当

っ
た
。
本
日
か
ら
五
智
比
裏
に
第
６
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
五
符
堂
下
の
遺

構
調
査
を
始
め
、
斎
藤
、
大
川
、
小
田
が
人
夫
を
使
用
し
て
当

っ
た
。
奈
良
時
代

の
瓦
を
堆
積
し
た
基
壇
周
辺
の
溝
ら
し
き
も
の
が
東
西
方
向
に
走

っ
て
い
る
の
が

現
わ
れ
た
。

〔
二
十

一
日
〕
中
央
地
区
の
発
掘
と
測
量
を
継
続
。
第
ア
、
８
ト
レ
ン
チ
を
設
け
て

第
６
ト
レ
ン
チ
に
現
わ
れ
た
基
壇
と
溝
ら
し
き
も
の
の
延
長
を
追
求
し
た
。
夜
、

鏡
山
猛
氏
到
着
。

骨
一十
二
日
〕
中
央
地
区
に
第
９
、

１０
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。
ま
た
第
６
ト
レ
ン
チ
の

西
に
第
１３
ト
レ
ン
チ
を
設
け
て
基
段
の
延
長
を
さ
が
す
。
中
央
地
区
の
平
板
測
量

を
継
続
。
午
後
、
斉
藤
氏
帰
京
。

〔
二
十
三
日
〕
午
前
中
で
中
央
地
区
の
平
板
図
完
了
し
、
測
量
メ
ン
バ
ー
は
手
分
け

し
て
土
層
図
作
成
に
か
か
る
。
第
６
ト
レ
ン
チ
設
定
。
大
川
、
日
高
両
氏
は
寺
域

の
復
元
の
た
め
に
、
遺
跡
周
辺
の
各
所
に
入
夫
を
使

っ
て
ボ
ー
リ
ン
グ
や
坪
掘
り

を
行
な
う
。

【
二
十
四
日
〕
午
前
中
雨
の
た
め
現
場
の
仕
事
を
中
止
し
て
西
都
市
博
物
館
の
資
料

を
見
学
。
午
後
雨
が
あ
が

っ
た
の
で
北
西
土
壇
の
南
に
昨
日
設
定
し
た
第
１２
ト
レ

ン
チ
の
発
掘
に
か
か
る
。
ま
た
今
回
発
掘
の
遺
物
を
水
洗
し
て
箱
詰
め
作
業
に
か

か

っ
た
。
こ
れ
は
地
元
高
校
、
中
学
校
生
徒
の
援
助
を
う
け
た
。
午
後
、
鏡
山
氏

帰
る
。

〔
二
十
五
日
〕
午
前
中
第
１２
ト
レ
ン
チ
の
発
堀
を
完
了
し
、
土
層
実
測
図
作
成
。
三

宅
神
社
、
印
鎗
社
、
尼
寺
跡
を
踏
査
撮
影
し
、　
一
方
で
は
遺
物
の
箱
詰
め
を
平
行

し
て
す
す
め
る
。
午
後
残
務
捲
理
を
終
え
て
調
査
を
解
散
し
た
。
な
お
、
小
日
、

罵
久
両
名
は
夕
方
ま
で
宿
舎
で
西
都
市
博
物
館
の
国
分
寺
瓦
の
撮
影
を
行

っ
た
。

発
掘
遺
物
は
全
部
宮
崎
県
立
博
物
館
に
運
ん
で
整
理
を
行
な
う
こ
と
と
な

っ
た
。

今
回
の
調
Ａ
中
、
石
川
恒
太
郎

（県
文
化
財
専
門
委
員
）
、
田
中
熊
雄

（宮
崎
大



学
学
芸
学
部
教
授
）
、
鈴
木
重
治

（県
立
博
物
館
学
芸
員
）
等
の
考
古
学
関
係
者

の
来
訪
が
あ

っ
た
。

遺
物
整
理
は
翌
三
十
七
年
四
月
五
日
か
ら
十
日
ま
で
県
立
博
物
館
で
行
な
い
、

小
田
、
罵
久
両
名
が
出
張
し
て
当

っ
た
。
そ
の
間
、　
一
日
西
都
市
教
委
に
出
向
い

て
西
都
市
博
物
館
の
所
蔵
古
瓦
の
調
査
に
当
り
、
昨
年
の
不
備
を
補

っ
た
。

当
日
、
国
分
寺
境
内
に
在
る
礎
石
の
実
測
を
行
な
う
予
定
で
あ

っ
た
が
、
雨
の
た

め
遂
に
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。

日
向
国
分
寺
の
古
瓦
は
東
京
国
立
博
物
館
、
早
稲
田
大
学

（昭
和
二
十
三
年
発

掘
分
）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
三
十
七
年
四
月
、
日
本
考
古
学

協
会
に
上
京
の
折
、
五
月

一
日
と
二
日
に
わ
た

っ
て
東
京
国
立
博
物
館
の
資
料
を

撮
影
し
た
。
な
お
早
稲
田
大
学
の
方
は
大
川
氏
を
通
じ
て
交
渉
し
て
い
た
だ
い
た

が
、
諸
種
の
事
情
で
調
査
す
る
に
至
ら
な
か

っ
た
。

な
お
、
発
掘
調
査
中
に
遺
跡
附
近
の
地
形
測
量
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
西
都

市
教
委
と
市
役
所
土
木
課
に
依
頼
し
て
報
告
書
発
刊
ま
で
に
測
量
図
を
作
成
し
て

も
ら
う
予
定
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
、
西
都
市
選
挙
の
た
め
に
は
か
ど
ら
ず
、
よ
う
や

く
昨
年
末
か
ら
手
が
け
た
由
連
絡
に
接
し
て
い
た
が
、
本
年

一
月
、
西
都
市
の
大

火
と
い
う
不
慮
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
遂
に
本
書
に
収
録
で
き
な
く
な

っ
た
。

寺
上
の
調
査
に
寺
域
の
測
量
図
を
欠
く
の
は
研
究
上
に
致
命
的
打
撃
で
あ
る
が
、

年
度
予
算
な
ど
の
関
係
上
、
延
引
で
き
な
い
状
況
の
た
め
に
、
本
意
な
ら
ず
も
発

刊
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
甚
だ
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。
更
に
将
来
に
完
成
を
期
し

た
い
。

三
、
南
地
区

五
智
堂
南
の
畑
地
に
は
中
門
、
南
大
門
な
ど
の
所
在
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、南
に
下
る
段
丘
を
な
し
て
い
る
。
先
ず
五
智
堂
裏
を
通

っ
て
南
北
に
延
び
る

小
路
に
接
し
て
、
そ
の
西
側
に
幅

一
米
、南
北
二
五
米
余
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、

つ
づ
い
て
最
南
端
の
欽
地
に
第
ニ
ト
レ
ン
チ
、
そ
の
北
の

一
段
高
い
畑
地
に
第
二

ト
レ
ン
チ
、
そ
の
北
東
に
第
四
ト
レ
ン
チ
、
第
ニ
ト
レ
ン
チ
の
東
、
竹
簸
の
南
に

第
五
ト
レ
ン
チ
の
計
五
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
て
、
南
地
区
全
般
に
わ
た
る
所
見

を
把
握
し
よ
う
と
試
み
た
。
最
近
こ
の
地
区
内
に
も
民
家
が
建
て
ら
れ
て
き
た
の

で
、
す
で
に
調
査
本
位
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
で
き
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
。
以

下
、
各
ト
レ
ン
チ
別
に
結
果
を
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。

第

一
ト
レ
ン
チ
　
幅

一
米
、
長
さ
二
五

・
五
米
の
段
丘
の
端
ま
で
に
達
す
る
南

北
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。
地
表
は
こ
の
附
近
に
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
火
山
灰
質
の
粘

り
の
な
い
黒
色
細
粒
土
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
掘
り
さ
げ
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
こ
の

上
層
は
北
側
で

一
・
七
米
ま
で
変
化
な
く
み
と
め
ら
れ
、
南
側
で
は
○

・
七
？

一

米
ま
で
の
深
さ
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
層
の
下
に
は
黄
色
細
粒
土
層
が
あ
ら
わ
れ

る
。
こ
れ
は
北
側
で
は
ブ

ロ
ッ
ク
を
な
し
て
敬
発
的
に
み
ら
れ
る
程
度
で
あ

っ
た

が
、
南
側
で
は
か
な
り
ま
と
ま

っ
て
厚
く
堆
積
し
た
状
況
を
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
黄
色
土
層
の
上
面
は
北
側
と
南
側
で
か
な
り
の
レ
ベ
ル
差

が
あ
る
が
、
現
在
の
畑
地
面
で
北
と
南
で
約
二
米
弱
の
高
低
差
が
あ
る
の
で
、
こ

れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
両
者
の
水
準
差
は
ほ
ぼ
水
平
に
複
元
で
き
る
。
従

っ
て
南
地

区
の
地
形
が
本
来
南
に
傾
斜
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
考

え

る

と

き
、
こ
の

黄
色
土
に
入
為
的
な
操
侮
を
思
わ
せ
る
可
能
性
も
生
じ
て
く
る
。
ト
レ
ン
チ
の
中

央
部
で
、
若
千
の
小
瓦
片
が
発
見
さ
れ
た
が
、
二
次
的
に
混
入
し
た
と
考
え
ら
れ

′０
。
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第
ニ
ト
レ
ン
チ
　
幅

一
米
、
長
さ
九
米
の
南
北
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。
こ
の
場
所

は
丘
陵
の
最
南
端
に

一
段
低
く
突
出
し
た
舌
状
台
地
で
、
東
西
二
五
米
、
南
北

一

五
米
程
度
の
広
さ
で
あ
る
。
雑
木
林
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
丁
度
伐
採
の

あ
と
で
地
形
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
昭
和
二
十
三
年
の
調
査
で

「南

大
門
と
思
し
き
踊
り
場
を
発
見
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
台
地
を
指
す

も
の
と
思
わ
れ
る
。
発
掘
の
結
果
は
、
地
表
に
う
す
く
腐
蝕
土
を
か
ぶ
り
、
直
ち

に
黄
掲
色
の
岩
盤
に
入

っ
て
、
岩
盤
の
凹
凸
も
激
し
く
、
建
物
の
存
在
を
考
え
さ

せ
る
よ
う
な
徴
証
は
な
か

っ
た
。
従

っ
て
、
南
限
は
更
に

一
段
高
い
北
の
畑
地
に

あ
が
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
ト
レ
ン
チ
　
第
ニ
ト
レ
ン
チ
の
北
側
で

一
段
高
い
台
地
に
南
限
の
手
が
か

り
を
得
る
た
め
に
幅

一
米
、
長
さ
十

一
米
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
地
表
を
お

お
う
黒
色
細
粒
土
層
は
北
端
で
四
〇
糎
、
南
端
で
九
〇
糎
と
地
形
に
し
た
が

っ
て

南
に
漸
次
深
く
な
る
。
こ
の
下
に
は
黒
褐
色
細
粒
土
層
が
つ
づ
い
て
、
最
深
地
表

下

一
・
三
米
ま
で
掘
り
下
げ
た
が
変
化
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
。
両
層
の
境
界
面
で

は
所
々
に
漆
黒
色
細
粒
上
の
凹
み
穴
が
み
ら
れ
、
南
端
で
は
こ
の
土
が
横
に
長
く

連
な

っ
た
部
分
が
あ
る
の
で
、
当
初
こ
の
層
が
連
続
し
て
お
つ
つ
て
い
た
時
期
が

あ
り
、
黒
色
細
粒
土
層
が
お
お
う
ま
え
に
削
平
さ
れ
て
、
深
く
凹
ん
だ
部
分
が
切

れ
切
れ
に
残

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
凹
み
穴
の
中
に
は
掘
立

柱
穴
の
あ
と
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
建
築
遺
構
の
存
在
し
た
可
能
性

は
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
を
立
証
し
、
プ
ラ
ン
を
知
る
た
め
に
は
将
来
も

っ
と
時
日

を
か
け
て
平
面
的
に
露
す
る
調
査
を
待
た
ね
ば
決
定
で
き
な
い
。

第
四
ト
レ
ン
チ
　
第
三
ト
レ
ン
チ
の
東
北
、
更
に

一
段
高
い
段
に
か
か
る
と
こ

ろ
か
ら
幅

一
米
、
長
さ
二
十
米
の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
た
。
こ
れ
は
第
ニ
ト
レ
ン
チ

を
北
に
延
長
す
る
ト
レ
ン
チ
が
民
家
が
在
る
た
め
に
設
定
で
き
な
い
た
め
に
、
そ

の
東
に
ず
ら
し
た
位
置
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
黒
色
細
粒
土
層
か
ら
始

ま
り
、
何
ら
の
遺
物
も
、
ま
た
土
層
の
変
化
も
み
な
か

っ
た
。
な
お
壼
掘
り
に
よ

っ
て
こ
の
下
に
黄
色
土
層
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
北
の
方
で
は
う
す
く
、
南

の
方
で
は
厚
く
、
ほ
ぼ
水
平
の
状
態
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

第
五
ト
レ
ン
チ
　
第
ニ
ト
レ
ン
チ
の
東
方
に
幅
二
米
、
長
さ
五

・
五
米
の
ト
レ

ン
チ
を
設
定
し
た
。
第
ニ
ト
レ
ン
チ
に
寺
地
の
南
限
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
東

方
は
延
長
地
域
で
あ
る
か
ら
、
第
ニ
ト
レ
ン
チ
で
の
所
見
と
対
比
し
て
み
る
必
要

か
ら
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
地
表
下
八
〇
？
九
〇
糎
ま
で
黒
色
細
粒
土

層
が
あ
り
、
南
に
深
く
な
る
。
こ
の
上
層
中
に
は
小
石
、
瓦
片
、
近
代
陶
器
片
な

ど
の
集
積
し
た
部
分
が
あ

っ
て
、
近
代
に
攪
乱
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

北
側
で
は
こ
の
土
層
下
に
黒
褐
色
細
粒
土
層
が

一
〇
ぞ
二
〇
糎
の
厚
み
で
あ
り
い

そ
の
下
に
黄
色
粘
土
質
の
地
盤
と
お
も
わ
れ
る
層
が
あ
る
。

南
地
区
に
お
け
る
発
掘
結
果
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
南
大
門
、
中
門
等

の
位
置
を
明
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
南
限
が
第
ニ
ト
レ
ン
チ

と
第
五
ト
レ
ン
チ
を
通
る
と
こ
ろ
に
あ

っ
て
、
第

一
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
た
最
南
端

の
段
丘
ま
で
は
下
ら
な
い
こ
と
①
ま
た
、
黒
色
細
粒
土
層
下
に
あ
る
責
色
土
層
が

地
形
に
反
し
て
ほ
ぼ
水
平
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
人
為
的
な
操
作
と
考
え
る

可
能
性
が
強
い
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
今
回
調
査
の
収
穫
と

い
え
よ
う
。

四
、
中
央
地
区
―
十
五
智
堂
周
辺
と
北
西
土
壇

〔
五
智
堂
周
辺
〕
本
堂
周
辺
に
数
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
な
な
わ
ち
、
本
堂

西
側
の
南
北
に
通
る
小
路
に
入
れ
た
第
六
ト
レ
ン
チ
と
、
そ
の
南
端
西
側
に
入
れ
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は
Ｅ
鰺
¢
塚
荏
端
に

一
み
狸
く
鉄
趾
し
た
ご
り
浩
朔
て
　
芽
醒
三
王
労
　
辞
剤

一

五
米
程
度
の
広
さ
で
あ
る
。
雑
木
林
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
丁
度
伐
採
の

あ
と
で
地
形
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
昭
和
二
十
二
年
の
調
査
で

「南

大
門
と
思
し
き
踊
り
場
を
発
見
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
台
地
を
指
す

も
の
と
思
わ
れ
る
。
発
掘
の
結
果
は
、
地
表
に
う
す
く
腐
蝕
土
を
か
ぶ
り
、
直
ち

に
責
褐
色
の
岩
盤
に
入

っ
て
、
岩
盤
の
凹
凸
も
激
し
く
、
建
物
の
存
在
を
考
え
さ

せ
る
よ
う
な
徴
証
は
な
か

っ
た
。
従

っ
て
、
南
限
は
更
に

一
段
高
い
北
の
畑
地
に

あ
が
る
こ
と
に
な
る
。

第
ニ
ト
レ
ン
チ
　
第
ニ
ト
レ
ン
チ
の
北
側
で

一
段
高
い
台
地
に
南
限
の
手
が
か

り
を
得
る
た
め
に
幅

一
米
、
長
さ
十

一
米
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
地
表
を
お

お
う
黒
色
細
粒
土
層
は
北
端
で
四
〇
糎
、
南
端
で
九
〇
糎
と
地
形
に
し
た
が

っ
て

南
に
漸
次
深
く
な
る
。
こ
の
下
に
は
黒
褐
色
細
粒
土
層
が
つ
づ
い
て
、
最
深
地
表

下

一
・
三
米
ま
で
掘
り
下
げ
た
が
変
化
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
。
両
層
の
境
界
面
で

は
所
々
に
漆
黒
色
細
粒
上
の
凹
み
穴
が
み
ら
れ
、
南
端
で
は
こ
の
土
が
横
に
長
く

運
な

っ
た
部
分
が
あ
る
の
で
、
当
初
こ
の
層
が
連
続
し
て
お
つ
つ
て
い
た
時
期
が

あ
り
、
黒
色
細
粒
土
層
が
お
お
う
ま
え
に
削
平
さ
れ
て
、
深
く
凹
ん
だ
部
分
が
切

れ
切
れ
に
残

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
凹
み
穴
の
中
に
は
掘
立

柱
穴
の
あ
と
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
建
築
遺
構
の
存
在
し
た
可
能
性

は
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
を
立
証
し
、
プ
ラ
ン
を
知
る
た
め
に
は
将
来
も

っ
と
時
日

を
か
け
て
平
面
的
に
露
す
る
調
査
を
待
た
ね
ば
決
定
で
き
な
い
。

第
四
ト
レ
ン
チ
　
第
ニ
ト
レ
ン
チ
の
東
北
、
更
に

一
段
高
い
段
に
か
か
る
と
こ

ろ
か
ら
幅

一
米
、
長
さ
二
十
米
の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
た
。
こ
れ
は
第
ニ
ト
レ
ン
チ

１
６

淋
伽
図
副
洋
Ｘ
洋
ミ
満
遵
図 σ

舅
ｋ
り
Ｃ
Ｌ
女
在
甚
塔
遇
メ
女
¢
＜
茂
た
　
て
こ
マ
く
耳
℃
れ
た
ヨ
提
え
‥
女

ま
り
、
何
ら
の
遺
物
も
、
ま
た
土
層
の
変
化
も
み
な
か

っ
た
。
な
お
壼
掘
り
に
よ

っ
て
こ
の
下
に
黄
色
土
層
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
北
の
方
で
は
う
す
く
、
南

の
方
で
は
厚
く
、
ほ
ぼ
水
平
の
状
態
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

第
五
ト
レ
ン
チ
　
第
ニ
ト
レ
ン
チ
の
東
方
に
幅
二
米
、
長
さ
五

・
五
米
の
ト
レ

ン
チ
を
設
定
し
た
。
第
ニ
ト
レ
ン
チ
に
寺
地
の
南
限
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
東

方
は
延
長
地
域
で
あ
る
か
ら
、
第
ニ
ト
レ
ン
チ
で
の
所
見
と
対
比
し
て
み
る
必
要

か
ら
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
地
表
下
八
〇
ぞ
九
〇
糎
ま
で
黒
色
細
粒
土

層
が
あ
り
、
南
に
深
く
な
る
。
こ
の
土
層
中
に
は
小
石
、
瓦
片
、
近
代
陶
器
片
な

ど
の
集
積
し
た
部
分
が
あ

っ
て
、
近
代
に
攪
乱
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

北
側
で
は
こ
の
土
層
下
に
黒
褐
色
細
粒
土
層
が

一
〇
ど
二
〇
糎
の
厚
み
で
あ
り
、

そ
の
下
に
黄
色
粘
土
質
の
地
盤
と
お
も
わ
れ
る
層
が
あ
る
。

南
地
区
に
お
け
る
発
掘
結
果
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
南
大
門
、
中
門
等

の
位
置
を
明
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
南
限
が
第
ニ
ト
レ
ン
チ

と
第
五
ト
レ
ン
チ
を
通
る
と
こ
ろ
に
あ

っ
て
、
第

一
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
た
最
南
端

の
段
丘
ま
で
は
下
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
黒
色
細
粒
土
層
下
に
あ
る
黄
色
土
層
が

地
形
に
反
し
て
ほ
ば
水
平
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
人
為
的
な
操
作
と
考
え
る

可
能
性
が
強
い
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
今
回
調
査
の
収
穫
と

い
え
よ
う
。

四
、
中
央
地
区
―
十
五
智
堂
周
辺
と
北
西
土
壇

８
五
智
堂
周
辺
〕
本
堂
周
辺
に
数
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
な
な
わ
ち
、
本
堂

西
側
の
南
北
に
通
る
小
路
に
入
れ
た
第
六
ト
レ
ン
チ
と
、
そ
の
南
端
西
側
に
入
れ

上 Iマ ″ 1鞘 ∈
こく′▼手耳爺
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た
第

一
三
ト
レ
ン
チ
。
本
堂
南
東
に
南
北
に
入
れ
た
第
七
ト
レ
ン
チ
、
そ
の
中
央

よ
り
東

へ
入
れ
た
第
八
ト
レ
ン
チ
。
本
堂
東
正
面
に
東
西
に
入
れ
た
第
九
ト
レ
ン

チ
。
本
堂
北
東
隅
に
入
れ
た
第

一
〇
ト
レ
ン
チ
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
各
ト
レ

ン
チ
の
所
見
に
つ
い
て
以
下
に
図
を
参
照
し
な
が
ら
略
述
す
る
。

第
六
ト
レ
ン
チ
　
こ
の
ト
レ
ン
チ
は
南
と
北
の
二
本
に
分
か
れ
る
。
北
ト
レ
ン

チ
は
長
さ
約

一
一
・
六
、巾
約

一
メ
ー
ト
ル
。南
ト
レ
ン
チ
は
北
ト
レ
ン
テ
南
端
よ

り
約
六

。
四
メ
ー
ト
ル
は
な
れ
て
設
け
ら
れ
長
さ
約

一
〇
、
巾
約

一
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。
こ
の
両
ト
レ
ン
チ
に
よ

っ
て
み
る
と
、上
層
に
は
黄
色
混
礫
土
層
が
あ
る
。

こ
の
層
は
厚
い
と
こ
ろ

（中
央
部
）
で
約
八
〇
セ
ン
チ
で
、
北
ト
レ
ン
チ
北
端
近

く
と
南
ト
レ
ン
チ
中
央
付
近
で
斜
め
に
層
が
切
れ
て
な
く
な
る
。

つ
ま
り
、
現
本

堂
の
基
礎
土
壇
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
下
に
は
黒
褐
色
上
、
黒
色
上
、
黄
色
細
粒

土
と
い
う
層
序
に
な

っ
て
い
る
。
，
こ
と
に
、
下
部
の
黄
色
細
粒
土
層
は
、
北
ト
レ

ン
チ
と
南
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
溝
状
の
遺
構
を
な
し
て
い
る
。
北
ト

レ
ン
チ
の
場
合
は
、同
ト
レ
ン
チ
南
寄
り
に
中
約
二
・
四
メ
ー
ト
ル
の
溝
に
な
り
、

こ
の
層
上
に
あ
る
黒
色
上
が
溝
に
流
入
し
て
い
た
。
南
ト
レ
ン
チ
で
は
同
ト
レ
ン

チ
の
南
寄
り
に
巾
約

一
メ
ー
ト
ル
の
溝
が
あ
り
黒
色
上
が
流
入
し
て
い
た
。
こ
と

に
こ
の
溝
に
は
古
瓦
片
が
多
数
包
合
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
瓦
片
の
包
合
状
態
は
、

黄
色
細
粒
土
層
に
つ
く
ら
れ
た
溝
の
中
だ
け
で
な
く
、
黄
色
細
粒
土
層
上
の
黒
色

土
と
同

一
レ
ベ
ル
の
溝
の
上
部
に
も
包
合
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
黒
色
土

層
か
ら
黄
色
細
粒
土
層
に
か
け
て
掘
り
込
ん
だ
溝
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第

一
三
ト
レ
ン
チ
　
こ
の
ト
レ
ン
チ
は
、
第
六
ト
レ
ン
チ
の
南
ト
レ
ン
チ
南
端

寄
り
で
発
見
さ
れ
た
溝
の
延
び
を
追
求
す
る
目
的
で
設
定
し
た
。
そ
の
結
果
こ
の

ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
も
溝
ら
し
き
も
の
を
確
認
し
た
が
、
こ
と
に
、
第
六
ト
レ
ン

チ
寄
り
の
北
東
隅
に
に
溝
臨
む
、
黄
色
細
粒
土
層
の
コ
ー
ナ
ー
ら
し
き
部
分
を
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
七
ト
レ
ン
チ
　
第
六
南
ト
レ
ン
チ
と
第

一
三
ト
レ
ン
チ
の
溝
を
東
部
に
お
い

て
確
認
す
る
意
味
で
設
定
し
た
。
巾
約

一
、
長
さ
約
七
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
の

中
央
部
に
溝
ら
し
き
も
の
を
発
見
し
た
。
そ
こ
で
、
東

へ
の
延
び
を
確
認
す
る
た

め
、
溝
ら
し
き
も
の
を
中
心
と
し
て
東

へ
巾
約
二
、
長
さ
約
四

・
四
メ
ー
ト
ル
の

ト
レ
ン
チ

（第
八
ト
レ
ン
チ
）
を
入
れ
た
が
、
溝
を
確
認
し
得
ず
、
わ
ず
か
に
点

在
す
る
浅
い
凹
穴
数
個
を
発
見
す
る
に
止
ま

っ
た
。
第
七
ト
レ
ン
チ
で
発
見
さ
れ

た
溝
ら
し
き
も
の
も
結
果
は
凹
穴
で
あ
り
、
第
六
南
ト
レ
ン
チ
の
溝
と
は
走
行
を

異
に
し
、
第
六
南
ト
レ
ン
チ
の
溝
は
、
こ
の
第
七
ト
レ
ン
テ
ま
で
は
廷
び
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

第
七
ト
レ
ン
チ
中
の
凹
穴
は
、
責
色
細
粒
土
層
中
に
で
き
て
い
る
も
の
で
、
黒

色
上
の
流
入
が
あ
り
、
そ
の
流
入
土
中
に
は
少
量
な

が
ら
瓦

片
が
混
在

し
て

い

た
。
第
七
ト
レ
ン
チ
の
北
端
に
は
、
黄
色
混
礫
土
層
が
上
部
に
あ

っ
て
、
第
六
ト

レ
ン
チ
で
の
確
認
と
ほ
ぼ

一
致
し
、
現
本
堂
の
基
礎
土
壇
を
成
す
も
の
と
考
え
て

間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
九
ト
レ
ン
チ
　
現
本
堂
正
面

（東
）
石
段
下
か
ら
東

へ
巾
約

一
・
五
、
長
さ

約
五
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
第
六
、
七
、
八
、　
〓
ニ
ト
レ
ン
チ
で
確
認
し
た
黄
色
細
粒
土
層

は
黒
色
細
粒
土
層
中
に
二
〇
セ
ン
チ
前
後
の
ベ
ル
ト
状
に
長
さ

一
メ
ー
ト
ル
前
後

で
、
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
入

っ
て
い
た
。

中
央
地
区
、
こ
と
に
現
本
堂
を
中
心
と
し
た
地
域
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
は
、

諸
般
の
制
約
も
あ

っ
て
、
十
分
な
ト
レ
ン
チ
調
査
を
行
な
い
得
な
か

っ
た
の
で
、
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以
上
の
所
見
を
も

っ
て
建
築
遺
構
を
確
認
す
る
と
い
う
積
極
的
材
料
と
は
な
し
得

な
か
っ
た
。
た
だ
、
第
六
南
北
ト
レ
ン
チ
と
、
第

一
三
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
発
見

し
た
濤
と
黄
色
細
粒
土
層
、
こ
と
に
溝
の
中
に
埋
没
し
て
い
た
古
瓦
片
の
在
り
方

な
ど
か
ら
、
当
国
分
寺
に
何
ら
か
の
関
連
を
も
っ
た
遺
構
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と

だ
け
は
認
め
ら
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。

〔
北
西
土
壇
〕
（現
在
竹
欽
）

こ
の
土
壇
は
、
か
っ
て
日
向
考
古
調
査
団
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
も
の
で
、
調

査
の
概
要
は

「
日
本
考
古
学
年
報
１

（昭
和
三
二
年
度
）
」
に
松
本
昭
氏
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
土
壇
の
南
側
か
ら
土
壇
内
部

へ
む
か
っ
て

（北
へ
）
ト
レ

ン
チ
を
入
れ
た
。
こ
の
ト
レ
ン
チ
に
よ
っ
て
土
壇
構
成
土
層
を
み
る
と
、
土
壇
上

面
か
ら
五
〇
？
六
〇
糎
は
淡
黒
色
、
そ
の
下
は
四
〇
ぞ
七
〇
糎
の
黒
褐
色
土
、
さ

ら
に
そ
の
下
は
黒
色
上
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
黒
色
土
中
か
ら
は
伸
展
位
の
埋
葬

人
骨
が
約
二
体
発
見
さ
れ
た

（
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
）
の
で
、

こ
れ
よ
り
深
く
掘
る
こ
と
を
中
止
し
た
。

こ
の
土
壇
は
、
当
寺
創
建
以
後
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。
土
壇
の
西
側
は
、
民
家
の
建
設
に
あ
た
っ
て
削
り
取
ら
れ
て
崖
に
な
り
、
そ

の
崖
ぎ
わ
に

一
〇
七
×
八
二
糎
大
の
礎
石

一
個
が
あ

っ
た
が
、
こ
の
礎
石
を
使
用

し
た
建
物
は
、
当
寺
創
建
以
後
に
属
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
上
壇
の
構
築
年
代
と
壇
上
の
建
築
物
が
、
い
か
な
る
性
格

の
も
の
で
あ

っ
た
か
を
究
明
す
る
こ
と
が
、
今
後
に
の
こ
さ
れ
た
課
題
の

一
つ
で

あ
ろ
う
。

五
、
周
辺
地
区

今
回
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
の
は
南
地
区
と
中
央
地
区
に
限

っ
た
の
で
あ
る
が

寺
域
を
決
定
す
る
た
め
に
は
そ
の
周
辺
の
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
五
智
堂
南

の
竹
藪
と
西
の
畑
地
で
は
発
掘
調
査
の
間
を
ぬ
っ
て
余
力
を
も

っ
て
数
箇
所
の
試

掘
穴
を
掘

っ
て
人
為
的
な
仕
事
と
予
想
さ
れ
る
黄
色
上
の
存
在
を
捜
す
こ
と
に
し

た
。
地
表
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
六
〇
糎
、
低
い
と
こ
ろ
で
も
二
〇
ど
四
〇
糎
で
黒

色
細
粒
土
層
の
下
に
黄
色
土
層
の
存
在
す
る
の
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
五
智
堂
の
東

一
町
ば
か
り
の
と
こ
ろ
に
現
国
分
寺
境
内
と
畑
地
を
区
分
す

る
南
北
方
向
の
崖
面

（落
差

一
・
五
米
）
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
崖
を
削

っ
て
や

は
り

一
〇
糎
前
後
の
厚
み
を
も
つ
黄
色
土
層
帯
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ

よ
り
東
は
削
平
さ
れ
て
い
る
の
で
、
寺
域
の
東
限
を
上
層
調
査
に
よ
っ
て
あ
と
ず

け
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
道
路
の
北
側
は
民
家
が
建
ち
こ
ん
で
し
ま
っ
た
の
で

削
平
さ
れ
た
上
に
、
発
掘
地
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
掘
井
三
友
氏
の
記

述
に
北
西
土
壇
の

「
北
側
の
道
路
を
隔
て
て
、
北
方
に
南
北
二
十
間
に
東
西
約
十

七
間
の
上
壇
様
の
も
の
」
も
浬
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
す
で
に
遺
跡
の
現
状
の

項
で
も
述
べ
た
如
く
、
遺
跡
の
在
る
こ
の
台
地
が
二
町
四
方
以
上
占
地
で
き
る
余

裕
が
な
い
の
で
、
四
至
の
最
大
限
の
境
界
も
き
ま
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
周
辺

地
帯
の
原
状
が
殆
ん
ど
崩
れ
て
し
ま

っ
た
現
在
、
明
確
な
四
至
を
き
め
る
調
査
は

の
ぞ
め
な
い
。

―- 22 -―



第
四
章
　
遺
　
物
　
の

調

第

一
節
　
既
往

の
蒐
集
遺
物

今
回
の
調
査
ま
で
に
寺
址
で
採
集
ま
た
は
発
掘
さ
れ
た
古
瓦
は
、
現
在
、
西
都

市
立
博
物
館

。
宮
崎
県
立
博
物
館

。
東
京
国
立
博
物
館

・
熊
本
市
立
博
物
館
お
よ

び
早
稲
田
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
瓦
の
中
に
は
、
今
調
査
に
お

け
る
出
土
古
瓦
中
に
見
ら
れ
ぬ
資
料
も
合
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
所
蔵

者
ご
と
に
分
け
て
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

西
都
市
立
博
物
館

（第
８

・
９

ｏ
ｌＯ
図
）

こ
こ
に
は
、
軒
丸
瓦
五
点
と
軒
平
瓦
三
点
と
が
ち
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
軒
丸
瓦

二
点
と
軒
平
瓦
は
既
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
Ц
が
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
こ
れ

ら
が
国
分
寺
址
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
確
言
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
国
分
寺
址
と
同
種
の
古
瓦
が
、
県
立
妻
高
等
学
校
敷
地
内
と
都
万

神
社
裏
の
字
刻
田
の
二
個
所
か
ら
出
上
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
混
入
し
て
い
る
お

そ
れ
が
多
分
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
妻
高
等
学
校
敷
地
内
は
尼
寺
辻
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、
字
刻
田
は
如
何
な
る
遺
跡
が
不
明
で
あ
る
。

４
は
復
元
径
十
八

・
五
糎
で
平
坦
な
断
面
を
示
し
て
い
る
。
中
房
は
低
く
、
蓮

子
の
配
列
は

一
ぞ
四
ぞ
八
で
十
字
形
に
直
線
上
に
並
び
最
外
周
で
は
そ
の
間
に

一

顆
ず
っ
配
置
さ
れ
て
い
る
。
蓮
弁
は
単
弁
八
葉
で
弁
の
外
郭
と
鏑
を
太
い
線
で
表

現
し
、
弁
間
に
は
楔
形
の
小
弁
が
あ
る
。
弁
は
最
外
周
の
蓮
子
と
殆
ん
ど

一
致
し

て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
珠
文
帯
は

一
段
低
く
十
六
珠
の
珠
文
が
ほ
ぼ
等
間
隔
に
配

さ
れ
て
い
て
、
殆
ん
ど
蓮
弁
お
よ
び
楔
形
小
弁
の
先
端
と

一
致
す
る
が
、
蓮
弁
の

配
置
に
少
し
偏
り
が
あ
る
た
め
に

一
致
し
な
い
部
分
が
あ
る
。
外
周
は
や
や
高
い

素
縁
で
あ
る
。
瓦
当
は
薄
く
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
２

・
３
は
同
種
類
の
瓦
当
で

あ
る
。
４
は
復
元
径
十
九

・
五
糎
に
及
ぶ
大
き
な
も
の
で
、
陽
面
は
殆
ん
ど
平
坦

で
あ
る
。
中
房
は
圏
線
で
表
わ
さ
れ
、
蓮
子
は
何
顆
を
の
せ
る
か
不
明
で
あ
る
。

蓮
弁
は
割
開
い
た
様
な
素
朴
な
形
の
単
弁
で
、
巾
が
狭
く
て
先
端
は
丸
く
、
弁
の

中
央
が
低
く
両
側
が
高
く
な

っ
て
い
る
。
弁
数
は
、
弁
の
間
隔
が
不
揃
い
で
断
定

で
き
な
い
が
十
葉
ほ
ど
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
道
弁
帯
の
外
周
に
は

一
本
の
圏
線

が
廻
る
の
み
で
、
周
縁
は
欠
け
落
ち
て
い
て
不
明
で
あ
る
。
瓦
当
は
三
糎
を
越
え

る
厚
み
を
も
ち
、
相
当
の
重
量
で
あ
る
。
５
は
復
元
径
二
十

一
糎
に
も
及
ぶ
複
弁

八
葉
の
も
の
で
あ
る
。
蓮
弁
は
単
に
先
端
の
丸
い
細
長
い
盛
上
り
が
二
つ
根
元
で

く

つ
つ
い
た
形
で
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
中
房
は
欠
失
し
て
お
り
、
蓮
弁
帯
の

外
は
す
ぐ
に
周
縁
と
な
る
。
軒
丸
瓦
は
以
上
の
三
種
が
あ
る
。
６
は
軒
平
瓦
の
左

半
分
で
あ
る
。
左
端
の
切
り
方
が
変

っ
て
い
る
が
、
ふ
つ
う
は
ア
の
よ
う
に
な
る

文
様
は
左
流
す
る
波
行
の
強
い
唐
車
文
で
交
互
に
支
葉
が
反
転
し
、
圏
線
の
外
に
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第 9図 西 都 市 立 博 物 館 資 料 0
は
上
、
下
、
縁
と
も
珠
女
が

間
隔
を
広
く
あ
け
て
並
び
、

左
端
に
も
三
珠
が
あ
る
。
瓦

当
面
は
上
面
と
直
角
で
中
顎

で
あ
り
、
６
。ア
と
も
顎
面
に

正
格
子
叩
目
文
（Ｂ
４
２
）
が

あ
る
。
顎
の
平
瓦

へ
の
接
着

部
は
丸
く
な
で
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
８
は
や
は
り
軒
平
瓦

の
左
半
分
で
あ
る
。
唐
草
文

は
左
流
し
交
互
に
支
葉
を
出

す
。
珠
文
が
圏
線
の
中
に
上

縁
の
み
間
隔
を
あ
け
て
配
さ

れ
て
い
る
。
顎
は
な
で
顎
で

瓦
当
面
は
上
面
と
鈍
角
に
な

る
。
軒
平
瓦
に
は
こ
の
二
種

が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
平
瓦

と
増
と
近
世
瓦
が
あ
る
。
平

瓦
は
二
枚
あ

っ
て
、　
一
枚
は

全
長
二
十
七
糎
巾
は
上
端
十

九
糎
下
端
二
十
五
糎
厚
さ
二

糎
で
、
表
面
は
布
目
裏
面
は

や
や
太
い
組
目
文
が
あ
り
、

ニ
チ
は
箆
で
切

っ
て
角
を
落
し
て
坐
形
さ
れ
て
い
る
。
い
ま

一
枚
は

一
端
を
欠
い

で
い
て
全
長
は
分
ら
ぬ
が
現
存
長
二
十
五
極
巾
二
十

一
糎
厚
さ
二
糎
で
、
や
や
太

い
縄
目
が
表
面
に
は
縦
に
裏
面
に
は
斜
に
施
文
さ
れ
、
フ
チ
は
同
様
に
整
形
さ
れ

る
。
埼
は
、
長
方
形
の

一
角
を
斜
に
切
落
し
た
形
の
断
面
を
示
し
、
表
面
に
は
五

歯
の
櫛
で
斜
格
子
文
が
描
か
れ
て
い
る
。
近
世
瓦
は
二
個
あ

っ
て
、　
一
個
は
菊
花

文
十
六
弁
の
小
形
の
軒
丸
瓦
で
、
い
ま
ひ
と
つ
は

「
国
」
の
字
を
形
抜
き
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の

「
国
」
字
銘
は
文
字
瓦
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
るｔ
ｃ
何
に
使
用

さ
れ
た
か
は
分
ら
な
い
が
古
代
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
疑
い
な
い
。

宮
崎
県
立
博
物
館

（第
１０

・
１１

・
‐２
図
）

軒
丸
瓦
六
点
と
軒
平
瓦
三
点
お
よ
び
平
瓦
二
点
が
あ
る
。
１
？
３
は
蓮
華
丈
単

弁
八
葉
で
十
三
顆
の
蓮
子
と
十
六
珠
文
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
１
で
は
最
外
周

の
蓮
子
と
蓮
弁
と
が
ほ
ば

一
致
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
２
と
３
で
は
蓮
弁

や
弁
間
の
楔
形
小
弁
と
珠
文
と
は
そ
の
間
隔
が
不
均
等
で

一
致
す
る
部
分
と
し
な

い
部
分
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
４

・
５
は
単
弁
で
蓮
弁
の
配
置
が
不
揃
い
な

た
め
に
弁
数
が
は

っ
き
り
し
な
い
が
十
葉
ほ
ど
で
あ
る
。
中
房
は
圏
線
で
表
わ
さ

れ
、
蓮
子
の
配
置
は
お
そ
ら
く

一
？
六
と
な
る
と
恩
わ
れ
る
。
道
弁
帯
の
外
に
圏

線
が
あ
り
、
外
周
は
巾
広
く
高
い
素
縁
で
あ
る
。
６
は
他
に
類
例
を
見
な
い
資
料

で
あ
る
。
中
房
は
圏
線
で
表
わ
さ
れ
て
お
り
、
蓮
子
は
不
明
で
あ
る
。
蓮
弁
は
単

弁
で
偏
平
な
型
を
次
々
に
押
し
て
い
っ
た
感
じ
で
弁
に
大
小
が
あ
る
。
蓮
弁
帯
よ

り

一
段
高
く
圏
線
を
め
ぐ
ら
し
そ
の
外
に
小
粒
の
珠
文
を
密
に
配
し
て
、
周
縁
は

更
に
高
い
素
縁
で
あ
る
。
圏
線
か
ら
外
周
ま
で
が
全
体
に
高
い
た
め
に
、
周
縁
の

内
側
を

一
段
低
く
し
て
圏
線
と
珠
文
を
配
し
た
と
も
み
え
る
。
次
は
軒
平
瓦
で
あ

る
。
ア
は
波
行
の
強
い
唐
草
文
で
あ
る
が
、
主
軸
よ
り
分
岐
す
る
支
葉
が
左
は
左
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第
１０
図
　
宮
崎
県
立
博
物
館

（Ｍ
）
西
都
市
立
博
物
館
（Ｓ
）

軒
先
瓦
断
面
区

M-9

ヒ
ー

‐一一十型~~=~_キ_峯幸一」)°nl

a                            .rD寸

S-4

流
し
右
二
つ
は
右
流
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
瓦
当

の
左
半
は
左
流
し
右
半
は
右
流
す
る
唐
車
文
が

こ
の
部
分
を
中
心
と
し
て
廻
転
対
称
的
な
形
を

と
る
と
思
わ
れ
る
。
珠
丈
は
上
縁
下
縁
と
も
中

心
に

一
珠
を
お
き
支
葉
の
分
岐
す
る
ご
と
に

一

珠
を
お
い
て
ゆ
く
配
置
で
あ
る
。
従

っ
て
８
は

瓦
当
の
左
半
の
二
番
目
と
二
番
目
の
支
葉
を
表

わ
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
何
れ
も
瓦
当
面
は

上
面
と
直
角
で
中
顎
で
あ
り
、
顎
面
に
７
は
正

格
子
叩
目
文

（Ｂ
１
４
）
、
８
は
縄
目
叩
丈

（

Ａ
１
４
）
が
ぁ
る
。
９
は
瓦
当
の
右
半
分
で
、

厳
手
様
の
中
心
飾
か
ら
左
は
左
流
し
右
は
右
流

す
る
や
や
波
行
の
ゆ
る
い
唐
車
文
か
ら
支
葉
が

各
々
三
葉
分
岐
し
、
圏
線
の
中
に
支
葉
と
同
数

の
珠
文
が
上
縁
に
の
み
配
置
さ
れ
て
い
る
。
瓦

当
面
は
上
面
と
鈍
角
を
な
し
、
顎
は
中
顎
で
顎

の
平
瓦

へ
の
接
着
部
は
丸
く
な
で
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
西
都
博
物
館
資
料
８
と
同
類
で
あ
る
。

平
瓦
は
二
枚
あ

っ
て
、

１０
は
日
の
あ
ら
い
斜
格

子
が
凸
面
全
面
に
見
ら
れ
凹
面
は
布
目
で
あ
る

１１
は
や
や
粗
い
縄
目
が
凸
面
に
横
に
施
さ
れ
た

資
料
で
あ
る
。
以
上
の
う
ち
４

●
２
は
昭
和
三

十
二
年
に
採
集
さ
れ
た
も
の
で
、
３
？
９
は
大

M一 |
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正
六
年
八
月
十
日
も
と

宮
崎
県
史
蹟
調
査
委
員

若
山
甲
蔵
氏
の
採
集
に

か
か
る
も
の
で
あ
る
。

口

平
瓦
は
採
集
年
時
が
審

料

か
で
は
な
い
。
東
京
国

麟
立博物館
（第１３
・‐４

物

図
）

博
　

軒
平
瓦
六
点
と
軒
丸

立県

瓦
三
点
が
所
蔵
さ
れ
て

崎

い
る
。
軒
平
瓦
４
は
唯

盲璃

一
の
完
形
資
料
で
、
全

‐２
巾
二
十

一
。
二
糎
を
計

第

る
。
波
行
の
強
い
唐
車

文
が
左
半
は
左
流
、
右

半
は
右
流
し
、
各
々
文

葉
が
四
葉
分
岐
し
て
反

転
す
る
。
唐
草
文
は
支

葉
の
反
転
が
逆
方
向
に
な
る
中
間
点
を
中
心
と
し
て
廻
転
対
称
的
で
、
珠
丈
は
圏

線
の
外
に
上
下
縁
と
も
、
中
心
点
と
支
業
の
分
岐
ご
と
に

一
珠
ず
つ
と
両
側
に
三

珠
を
配
す
る
。
２

・
３
は
こ
の
左
半
、
４

・
５
は
右
半
の

一
部
で
あ
る
。
６
は
唯

一
の
資
料
で
、
殆
ん
ど
波
行
し
な
い
唐
草
文
の
主
軸
か
ら
二
本
ず

つ
支
葉
が
分
岐

す
る
丈
様
が
、
肉
太
に
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
軒
丸
瓦
は
三
種
類
あ

っ
て
、
ア
は
単

弁
八
葉
蓮
華
丈
で
十
三
珠
の
連
子
を
も

っ
も
の
で
あ
る
。
８
は
蓮
華
文
単
弁
七
葉

で
、
中
房
は
圏
線
で
表
凱
し

一
？
四
の
蓮
子
を
の
せ
、
蓮
弁
は
や
は
り
線
で
表
わ

し
、
そ
の
外
側
に
も
う

一
本
線
を
そ
え
て
弁
問
を
埋
め
て
い
る
。
蓮
弁
柑
の
外
に

閤ヽ
線
を
廻
ら
し
、
周
縁
は
巾
広
い
素
縁
で
あ
る
。
直
径
は
十
三

・
四
糎
で
、
這
種

軒
丸
瓦
の
唯

一
の
資
料
で
あ
る
。
ワ
は
単
弁
七
業
で
、
小
さ
い
中
房
は
中
が
皿
状

に
く
ば
ん
で
蓮
子
は
な
く
、
細
く
て
先
端
の
尖

っ
た
蓮
弁
は
や
は
り
中
が
く
ば
ん

で
中
一房
に
連
接
し
て
い
る
。
蓮
弁
の
外
は
す
ぐ
に
高
く
て
巾
広
い
周
縁
で
あ
る
。

直
径
は
十
二

・
八
糎
の
小
犯
で
あ
る
。

熊
本
市
立
博
物
館

（第
４４
図
）

平
瓦
の
み
五
点
が
あ
る
。
４
は
細
い
組
目
が
縦
に
入

っ
た
上
を
横
に
櫛
状
の
も

の
で
掻
い
た
も
の
、
２
は
細
い
縦
の
組
目
の
み
の
も
の
、
３
は
細
い
横
の
細
目
の

も
の
、
４
は
太
い
横
の
縄
目
の
も
の
、
５
は
や
や
細
か
い
Ｉ
格
子
の
も
の
で
、
凹

面
は
４
以
外
は
布
目
で
４
の
み
は
凸
面
と
同
じ
く
太
い
組
目
が
横
に
入

っ
た
上
を

ざ

っ
と
麿
消
し
て
い
る
。
後
出
の
平
瓦
丈
様
の
分
類
に
従
が
え
ば
、
４
と
２
は
Ａ

１
２
、
３
は
Ａ
１
４
、
４
は
Ａ
１
３
、
５
は
Ｂ
１
３
と
な
る
。

早
稲
田
大
学

（第
１５
図
）

こ
れ
は
昭
和
二
十
二
年
に
行
な
わ
れ
た
調
査
の
際
出
土
し
た
軒
丸
瓦
で
、
こ
の

他
に
も
出
土
し
た
資
料
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

一
点
が
発
表
さ
れ
た
の
み

で
あ
る
。
中
房
は
大
き
く
圏
線
で
表
わ
さ
れ
、
九
顆
の
蓮
子
を
の
せ
る
。
花
弁
は

菊
花
状
の
単
弁
二
十
四
葉
で
各
弁
が
相
接
し
て
い
る
。
蓮
弁
帯
の
外
に
は
圏
線
が

二
重
に
め
ぐ
り
、
外
周
は
素
縁
で
か
な
り
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
物
に
導
す

る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
蓮
弁
の
詳
細
や
瓦
当
の
問
面
を
審
に
し
な
い
が
、
這
鸞
軒

丸
瓦
の
唯

一
の
資
料
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
挙
げ
た
諸
資
料
の
ほ
か
に
、
国
分
尼
寺
辻
か
ら
出
上
し
た
も
の
と
し
て

紹
介
さ
れ
た
軒
丸
瓦
が
あ
る
。
単
弁
八
葉
で
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(ア ～ 9)及び熊本市立博物館資料 (4～ 5)
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第14図  東京国立博物館資料9





(早稲十日大学藤)

第15図 昭和三 I三年発〕I資料

第 16図  |∃分尼寺 コ1出 土IF丸瓦

(約三分の一)

中
房
は
小
さ
く
て
中
が

く
ば
ん
で
い
る
よ
う
で

細

い
弁

は
先
端
が
鋭
く

尖

り
中
が
や
は
り
く
ぼ

ん
で
い
る
ら
し
い
。

蓮
弁
帯

の
外
は
す
ぐ
周

縁

で
、
素
縁

の
か
な
り

高

い
も

の
の
よ
う
で
あ

る
。
実
物
は
凱
存
し
な

い
。

ω
　
久
保
平

一
郎

「
日
向
国
分
寺
」
国
分
寺
の
研
究
下
巻
昭
和
十
二
年

②
　
石
出
茂
作

「東
大
寺
と
国
分
寺
」
昭
和
三
十
四
年

０
　
松
本
昭

「
日
向
国
分
寺
飢
」
日
本
考
古
学
年
報
Ｉ
昭
和
二
十
六
年

第

二
節
　
発

堀

遺
物
各
説

一
、
中
央
地
区
―
十
五
智
堂
周
辺
―
―

五
智
堂
周
辺
に
掘
開
し
た
ト
レ
ン
テ
は
、
第
六
、
七
、
八
、
九
、
十
、
十
二
の

六
簡
所
で
あ
る
。

軒
先
瓦
第
六
ト
レ
ン
テ
下
層
か
ら
巴
文
軒
丸
瓦

一
点
が
出
上
し
た
。
二
つ
巴
の

尾
が
あ
ま
り
長
く
伸
び
て
お
ら
ず
、
ま
わ
り
に

大
き
な
珠
文
を
配
し
、
中
の
広
い
素
縁
の
外
周

で
あ
る
。
近
世
以
降
の
軒
丸
瓦
で
あ
る
。
第
十

三
ト
レ
ン
テ
か
ら
、
軒
丸
瓦

一
点
と
軒
平
瓦
二

点
が
出
土
し
た
。
軒
丸
瓦
は
単
弁
で
、
先
端
が

尖
り
中
が
く
ば
ん
で
更
に
中
央
に
肉
鶴
り
を
し

て
い
る
。
軒
平
瓦
は
何
れ
も
右
半
分
で
、
波
行

の
強
い
膚
車
文
が
右
行
し
て
い
る
。
周
縁
に
殊

文
を
問
遠
に
配
し
て
、
顎
面
に
檎
太
い
祀
目

（

Ａ
１
２
）
の
叩
き
が
見
ら
れ
る
ｃ
左
端
の
文
葉

の
分
岐
点
に
蓄
の
如
き
点
が
見
え
る
が
、
こ
れ

は
型
の
疵
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

第 17図 第六 トレン下層出土IF瓦
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丸
瓦
と
平
瓦
　
出
土
古
瓦
の
大
部
分
を
占
め
る
も
の
は
丸
瓦
と
平
瓦
の
破
片
で

あ
る
。
完
形
品
が
な
い
の
で
瓦

一
枚
の
正
確
な
大
き
さ
彦
知
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
瓦
の
凸
面
に
組
日
、
格
子
目
な
ど
の
叩
き
文
様
が
み
ら
れ
、
凹
面
に
は
布
目

の
圧
痕
が
み
ら
れ
る
。
今
回
の
出
土
資
料
全
般
に
わ
た
る
分
類
を
行

っ
て
次
の
よ

う
な
結
果
を
得
た
。

ω
縄
目
叩
文

０
　
縦
方
向
に
細
く
目
の
通
る
も
の
。

ω
　
縦
方
向
に
大
く
目
の
通
る
も
の
。

①
　
横
方
向
に
粗
く
切
れ
切
れ
に
な
る
。

ω
　
横
方
向
に
０
よ
り
冶
細
い
が
切
れ
切
れ
に
な
る
。

０
格
子
目
叩
文

ω
　
太
い
線
の
正
方
形
で
深
い
。

②
、
ω
よ
り
給
細
い
線
の
正
方
形
で
浅
い
。

①
　
細
い
線
に
よ
る
方
形
或
は
長
方
形
で
浅
い
。

ω
　
太
い
線
に
よ
る
斜
格
子
で
浅
い
。

働
　
沿
太
い
縦
線
が
密
に
並
び
、
横
線
が
細
く
、
歪
み
の
あ
る
正
格
子

①
　
補
太
い
線

ヽ
に
よ
る
小
さ
な
正
方
形
で
深
浅
の
差
が
多
い
。

ω
　
細
い
線
に
よ
る
非
常
に
小
さ
な
正
方
形
で
深
い
。

⑥
平
行
条
線
叩
丈

ω
　
細
い
凸
条
線
が
長
く
密
に
並
び
、
濤
は
浅
い
。

②
　
太
い
ま
ば
ら
な
平
行
条
線
で
浅
い
。

⑪
　
細
い
ま
ば
ら
な
平
行
条
線
で
浅
い
。

０
無
丈

ω
　
両
面
研
磨
し
た
も
の

②
　
全
面
に
刷
毛
目
あ
る
も
の

⑤
　
表
裏
と
も
に
布
目
あ
る
も
の

乃
ち
、
大
別
し
て
組
目
、
格
子
日
、
平
行
条
線
、
無
文
の
四
類
が
あ
り
、
各
々

の
な
か
に
ま
た
い
く
つ
か
の
細
分
が
な
さ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
分
類
に
従

っ
て
こ

の
地
区
の
古
瓦
を
整
理
す
れ
ば
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

第
六
ト
レ
ン
チ
で
は
表
層
の
も
の
は
後
世
整
地
の
際
に
つ
き
こ
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
他
の
資
料
と
同

一
に
は
取
扱
か
れ
な
い
。
表
層
資
料
は
リ
ン
ゴ

箱

一
箇
分
あ
り
、
最
も
多
い
も
の
か
ら
列
挙
す
れ
ば
Ａ
１
２
、
Ａ
１
１
、
△
１
３

と
な
り
、
次
い
で
Ｂ
１
１
、
Ｂ
１
２
、
Ｄ
１
４

（丸
瓦
）
が
み
ら
れ
る
。
下
層
資

料
は
二
箱
分
あ

っ
て
、
最
も
多
い
の
は
▲
１
２
、
Ａ
１
３
で
、
少
い
も
の
は
Ｂ
Ｉ

４
、
Ｂ
１
４
、
Ｂ
１
３
で
あ
る
。
Ｄ
１
４
は
丸
瓦
が
多
い
。

第
七
ト
レ
ン
チ
は
約

一
箱
分
あ

っ
て
、
最
も
多
い
の
は
Ａ
１
２
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ

２
の
組
目
は
瓦
の
長
軸
方
向
に
と
お
る
も
の
が
多
い
が
、
時
に
は
横
む
き
に
と
お

る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
両
者
共
、
縄
目
を
凹
面
に
も
施
し
た
も
の
が
あ
り
、
布
目

と
重
複
す
る
例
も
み
ら
れ
る
。
Ｄ
１
４
は
少
量
、
Ｂ
１
２
は
平
瓦

一
片
で
あ
る
。

第
十
三
ト
レ
ン
チ
は
リ
ン
ゴ
箱
半
分
ほ
ど
の
古
瓦
片
が
あ

っ
た
が
、
最
も
多
い
の
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は
Ａ
１
２

（平
瓦
）
と
Ｄ
１
１
で
あ
っ
た
。
Ｂ
１
１
？
３
は
各
々
一
・
二
片
づ
つ

の
資
料
が
あ
る
。

二
、
中
央
地
区
―
―
北
西
土
壇
―
―

土
壇
上
で
礎
石
を
探
索
す
る
際
に
出
上
し
た
も
の
と
、
土
壇
の
南
端
に
土
壇
調

査
の
た
め
に
設
け
た
第
十
二
ト
レ
ン
チ
出
上
の
も
の
が
あ
る
。

軒
先
瓦
　
軒
丸
瓦
四
点
と
軒
平
瓦
六
点
が
出
上
し
た
。
軒
丸
瓦
は
二
種
あ
っ
て

北
西
土
壇
の
１
と
十
二
ト
レ
ン
チ
の
二
点
は
単
弁
で
、
蓮
弁
科
の
外
に
珠
丈
が
廻

り
、
外
周
は
や
や
高
い
素
縁
で
あ
る
。
２
は
複
弁
八
葉
で
、
中
房
は

一
段
低
く
て

一
ぞ
四
の
蓮
子
が
あ
り
、
蓮
弁
は
先
端
が
丸
い
肉
休
り
の
弁
が
二
つ
接
し
て
複
弁

を
な
し
て
い
る
。
軒
平
瓦
は
三
種
あ
る
。
３
は
波
行
の
強
い
庸
車
丈
の
中
心
部
と

左
半
の
左
流
す
る
部
分
で
、
瓦
当
面
は
上
面
と
直
角
で
中
顎
で
あ
る
。
４

・
５
は

波
行
の
ゆ
る
い
均
工
唐
草
丈
の
左
端
と
右
端
で
、
何
れ
も
撫
で
顎
で
あ
る
。
６
は

瓦
当
面
右
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
５
と
は
唐
車
の
反
転
が
逆
方
向
で
あ
り
珠

文
の
間
隔
も
つ
ま

っ
て
い
る
の
で
、
別
種
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
瓦
当
面
上
縁
の

す
ぐ
後
を
斜
に
け
ず
り
取

っ
て
整
形
し
て
あ
り
、
撫
で
顎
で
あ
る
。
７
も
瓦
当
面

右
端
の
資
料
で
、
府
車
の
反
転
が
や
や
大
き
い
よ
う
に
見
え
て
５
と
相
違
す
る
が

磨
滅
が
激
し
く
て
文
様
が
は

っ
き
り
し
な
い
し
、
こ
れ

一
点
し
か
な
い
の
で
別
種

と
す
る
の
を
ひ
か
え
て
お
く
。
瓦
当
面
と
上
面
と
は
鋭
角
を
な
し
て
い
る
。
８
は

左
行
す
る
唐
草
文
で
、
支
葉
の
分
岐
点
に
は
各
々
詰
を
つ
け
て
い
て
杏
葉
唐
車
文

に
近
い
趣
き
を
も

っ
て
い
る
。
浅
顎
で
、
瓦
当
が
平
瓦
か
ら
垂
下

っ
た
様
な
瞬
面

を
示
し
て
い
る
。
這
種
瓦
当
の
唯

一
の
出
土
例
で
あ
る
。

丸
瓦
と
平
瓦
　
北
西
土
壇
上
で
は
リ
ン
ゴ
箱
二
箇
分
、
第
十
二
ト
レ
ン
チ
で
は

一
箇
分
の
出
土
量
が
あ
る
。

土
壇
上
の
資
料
で
は
Ａ
１
２
と
Ｄ
１
４
が
ほ
ぼ
同
量
づ
つ
あ

っ
て
最
も
多
く
、
両

方
で
全
体
の
約
八
割
を
占
め
て
い
る
。
つ
い
で
は
Ａ
１
３
が
全
体
の
約

一
割
を
占

め
て
い
る
。
Ａ
１
２
の
大
部
分
は
平
瓦
、
Ａ
１
３
は
丸
瓦
と
平
瓦
が
あ
り
、
丸
瓦

で
は
凹
面
の
布
目
の
上
に
組
目
を
重
ね
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｄ
１
１
は
丸
瓦

が
多
く
、
平
瓦
は

一
割
程
度
で
あ

っ
た
。

第
十
二
ト
レ
ン
チ
で
は
Ａ
１
２
、
Ａ
１
３
、
Ｄ
１
４
が
ほ
ぼ
同
量
ず

っ
あ

っ
て

0           5           10イ 1 5cm

0                5寸
第 18図 ゴヒ西土壇ltf先瓦断面図

北
西
土
壇

上

第
十
二
ト
レ
ン
チ
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全
体
の
八
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
五
智

堂

周

辺

の

ト
レ
ン
チ
で
の
所
見
と
は
給
異

っ
た
様
相
で
あ
る
。
特
に

丸
瓦
に
Ａ
１
２
、
Ａ
１
３
の
組
目
が
燐
り
消
さ
な
い
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
点
も
特
異
で
あ
る
。
本
ト
レ
ン
チ
の
も
の

は
総
じ
て
火
に
催

っ
て
黒
色
、
灰
黄
色
、
黄
褐
色
を
呈
す

る
や
わ
ら
か
い
も
の
が
多
い
。
格
子
目
文
の
も
の
に
は
Ｂ

１
１
、
Ｂ
１
２
、
Ｂ
１
５
の
三
種
が
あ
る
が
い
ず
れ
も
二

、
三
片
に
と
ど
ま
る
。
Ｃ
１
１
は

一
片
、
Ｃ
１
２
は
二
片

、
Ｄ
１
４
は
凹
面
に
刷
毛
日
、
布
目
上
に
刷
毛
目
あ
る
も

の
各
々

一
片
が
あ
る
。

土
器

。
陶
器
　
土
師
系
瓦
器
椀
片
四
衝
、
土
師
質
把
手

一
箇
、
陶
質
壼
の
頸

一
箇
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
中
世
に
下
る
も
の
で
、
国
分
寺
の

遺
構
と
直
接
の
関
連
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
第
十

一
ト
レ
ン
チ

中
央
地
区
と
南
地
区
を
つ
な
ぐ
南
北
の
小
路
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
殆
ん
ど
後
世
の
埋
め
た
て
作
業
に
際
し
て
つ
き
こ

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

軒
先
瓦
　
こ
こ
か
ら
は
軒
丸
瓦
十
点
と
軒
平
瓦
十
三
点
が
出
土
し
た
。
軒
丸
瓦

に
は
五
種
類
が
あ
る
。
１
？
３
は
最
も
多
い
も
の
で
単
弁
八
葉
、
蓮
子
十
三
顆
、

珠
丈
十
六
珠
で
蓮
弁
や
楔
形
小
弁
の
先
端
と
珠
支
の

一
致
し
な
い
部
分
が
４
に
見

ら
れ
る
。
４
は
単
弁
で
、
中
房
を
圏
線
で
表
わ
し
、
蓮
子
数
、
蓮
弁
数
と
も
に
不

明
で
あ
る
。
蓮
弁
は
両
側
が
高
く
中
央
に
向

っ
て
傾
斜
す
る
割
開
い
た
よ
う
な
形

の
も
の
で
あ
る
。
５

・
６
は
複
弁
で
、
中
房
は

一
段
低
く
、
連
弁
は
単
な
る
先
端

の
丸
い
肉
盛
り
が
二
つ
接
し
て
複
弁
を
表
わ
し
て
い
る
。
ア
は
単
弁
八
葉
で
、
中

一房
は
小
さ
く
て
蓮
子
は
な
く
、
弁
は
先
端
が
鋭
く
尖

っ
て
い
る
。
８
は
単
弁
七
葉

で
、
中
房
は
小
さ
く
て
中
が
や
や
く
ば
み
、
蓮
弁
は
や
は
り
中
が
く
ぽ
ん
で
い
て

中
一房
と
連
結
し
て
い
る
。
周
縁
は
巾
の
広
い
高
い
素
縁
で
あ
る
。
軒
平
瓦
に
は
三

種
類
が
あ
る
。
９
？
И
は
波
行
の
強
い
唐
車
文
で
、

１２

・
‐３
の
部
分
を
中
心
と
し

て
左
半
は
左
流
し
右
半
は
右
流
す
る
。
珠
丈
が
上
下
縁
に
配
さ
れ
て
い
る
。
瓦
当

面
は
上
面
と
直
角
で
、
中
顎
、
顎
面
に
は
９
と
４０
に
細
か
な
正
格
子

（Ｂ
１
１
）

、
１１
に
同
じ
く

（Ｂ
１
２
）
の
叩
目
、

１３
に
は
細
い
縄
目

（Ａ
１
４
）
が
横
に
、

‐４
に
は
縦
に
つ
い
て
い
る
。

４５

・
％
は
無
文
の
瓦
肖
で
深
顎
で
あ
る
。
こ
の
二
点

の
ほ
か
に
は
出
土
例
は
な
い
。

１７
ど
伊
は
波
行
の
あ
ま
り
強
く
な
い
唐
草
文
で
、

左
半
は
左
流
し
右
半
は
右
流
し
て
い
る
。
中
心
飾
は
分
ら
ぬ
が
、

１７

・
４８
は
左
半

停
は
右
端
を
示
し
、
上
縁
の
圏
線
の
内
側
に
珠
文
が
あ
る
。
顎
は
撫
で
顎
で
あ
る

第19図 第十一 トレンテ軒先瓦断面図
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丸
瓦
と
平
瓦
　
出
土
量
は
最
も
多
く
、
リ
ン
ゴ
箱
十
四
箇
を
教
え
る
。

1

A
○
下

３

一
４

劉
到
∃

１

一
２

一
３

一
４

一
５

一
６

B

7

１

一
２ C

D○

組
目
文
で
は
Ａ
１
２
が
最
も
多
く
、
Ａ
１
３
が
こ
れ
に
つ
づ
く
。
格
子
日
は
全

体
的
に
少
量
で
あ
る
が
、
特
に
Ｂ
１
３
、
Ｂ
１
６
、
Ｂ
１
７

（
一
片
）
は
非
常
に

少
い
。
こ
の
ト
レ
ン
チ
で
は
Ａ
１
２
と
Ｄ
１
１
、
Ｄ
１
２
が
全
体
の
半
分
以
上
を

占
め
て
い
る
。
Ｄ
類
で
は
一や
は
り
丸
瓦
が
多
い
。

四
、
南
地
区

第

一
、
第
ニ
ト
レ
ン
チ
か
ら
丸
瓦
、
平
瓦
の
破
片
若
千
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

第

一
ト
レ
ン
チ
で
は
以
上
の
古
瓦
と
共
に
近
世
瓦
や
近
代
陶
器
の
破
片
も
発
見

さ
れ
て
い
る
の
で
、
後
世
攪
乱
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。

第
一
下

レ
ン
テ
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第
五
章
　
考

百円

ふ

第

一
節
　
園
分
寺
建

立

の
諸
問

題

日
向
国
分
寺
の
成
立
　
日
向
国
分
寺
が
記
録
に
あ
ら
わ
れ
る
初
見
は
、
す
で
に

第
二
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に

「
続
日
本
紀
」
天
平
勝
宝
八
年
｛七
五
六
）十
二
月
二

十
日
の
条
で
あ
る
。
こ
の
時
、
西
日
本
の
二
十
六
出
に
国
別
に
灌
頂
幡

一
具
、
道

場
幡
四
十
九
首
、
緋
細
二
条
が
周
忌
御
斎
の
荘
鵠
に
充
つ
る
べ
く
領
下
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
仏
具
の
加
入
が
あ

っ
た
の
は
、
当
時
こ
れ
ら
を
使
用
す
べ
き
寺
院
の

主
要
堂
塔
が
完
成
を
み
、
或
は
大
部
分
造
立
を
終

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
西

海
道
の
国
分
寺
で
、
こ
の
時
頒
下
に
あ
ず
か

っ
た
の
は
筑
後
、
肥
前
、
肥
後
、
豊

前
、
豊
後
、
日
向
の
六
国
で
あ
る
。
従

っ
て
九
州
に
お
け
る
国
分
寺
の
大
半
は
こ

の
頃
に
ほ
ぼ
で
き
あ
が
る
趨
勢
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
時
の

記
載
に
み
え
な
い
筑
前
、
大
隅
、
薩
摩
の
国
分
寺
に
つ
い
て
は
そ
の
前
後
に
も
仏

具
の
施
入
の
如
き
記
載
を
み
な
い
。
従

っ
て
、
こ
の
以
前
に
す
で
に
終

っ
て
い
た

か
、
或
は
ま
た
こ
の
後
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

先
ず
筑
前
国
分
寺
に
つ
い
て
は
、
律
令
時
代
の
九
州
を
総
管
す
る
大
宰
府
が
筑

前
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
膝
下
に
筑
前
国
分
寺
が
在
る
点
か
ら
み
る
と
、
大

宰
府
管
内
で
は
い
ち
早
く
造
立
を
怒
え
た
可
能
性
が
大
き
い
。

「職
貝
令
」
に

大
宰
府

帯
筑
前
国

一
一　

　

　

　

一

と
み
え
て
い
て
、
筑
前
国
と
は
特
殊
な
関
係
に
あ

っ
た
。
天
平
十
二
年

（七
四
〇

）
に
起

っ
た
大
宰
少
弐
藤
原
広
嗣
の
反
乱
の
結
果
、
天
平
十
四
年

（七
四
二
）
に

は
大
宰
府
を
廃
し
、
廃
府
の
官
物
を
筑
前
国
司
の
所
管
と
し
た
。
天
平
十
七
年

（

七
四
五
）
に
大
宰
府
が
復
活
す
る
ま
で
大
学
府
の
所
務
は
筑
前
国
司
の
行
う
と
こ

ろ
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
大
宰
府
に
は
管
国
の
捺
己
下
の
国
司
及
び
郡
司
等
の
鑑
擬

権
を
保
有
し
て
い
た

（統
紀
ｏ
大
宝
三
二
一下
三
十
条
）
。
国
分
寺
の
造
営
は
国
司
に

課
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
西
海
道
に
あ

っ
て
は
当
然
大
宰
府
が
そ
の
進
行
状

況
な
ど
を
督
促
し
、
ま
た
指
示
を
与
え
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事

情
を
考
え
る
な
ら
ば
、
筑
前
国
分
寺
の
如
き
は
天
平
勝
宝
八
年
の
記
載
以
前
に
成

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
筑
前
の
場
合
、
天
平
十
八
年

（七
四
六
）
に
観
世

音
寺
の
造
営
が
完
成
し
て
い
る

（憂
予
釈
書
）
こ
と
、
両
寺
址
発
見
の
創
建
瓦
の
比

較
検
討
、
文
献
に
み
え
る
諸
国
国
分
寺
建
立
の
進
行
状
況
な
ど
を
合
せ
考
え
る
な

ら
ば
、
筑
前
国
分
寺
の
完
成
は
天
平
十
八
年
か
ら
天
平
勝
宝
八
年
の
間
に
比
定
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
大
隅
、
薩
摩
両
国
分
寺
の
場
合
、
こ
れ
も
天
平
勝
宝
八
年
の
前
後
に
記

載
を
み
な
い
の
で
あ
る
が
、
諸
種
の
事
情
か
ら
考
え
て
こ
れ
以
後
に
成
立
し
た
と

思
わ
れ
る
。

「
弘
仁
式
」
主
税
の
項
に
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肥
後
国
。

（中
略
）
国
分
寺
料
八
万
束
。
当
国
一ハ
万
束
。
薩
摩
国
二
万
束
。

日
向
国
。

（中
略
）
国
分
寺
料
三
万
束
。
当
国

一
万
束
。
大
隅
国
二
万
束
。　
と
あ

っ
て
、
両
国
の
寺
料
は
各
々
隣
接
す
る
肥
後
国
と
日
向
国
の
寺
料
よ
り
割
取
さ
れ

て
い
る
。
従

っ
て

「
弘
仁
式
」
の
成
立
し
た
九
世
紀
初
頭
に
は
両
国
国
分
寺
は
完

成
し
て
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
主
要
堂
塔
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
両
遺

跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
古
瓦
に
奈
良
時
代
様
式
の
も
の
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
支
持

で
き
る
。
さ
す
れ
ば
両
国
分
寺
の
成
立
は
、
天
平
勝
宝
八
年
を
さ
か
の
ば
ら
ず
、

弘
仁
年
間
を
下
ら
な
い
期
間
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
論
旨
を
要
約
す

れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

天
平
１８
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
勝
宝
８
年
　
　
　
　
弘
仁
Ｈ
年

“　
　
　
　
　
　
　
筑
後
国
分
寺
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

“　
　
　
　
　
　
　
肥
前
国
分
寺
　
　
　

　̈
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
筑前
国分寺　釧誡
印妨器
　
　
　
一　
隊
期印妨器
　
　
一

ｏ　　　　　　　
曜瞼
印妨器
　　　め　　　　　　　　
２。＞

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
●

〔
観
世
音
寺
完
成
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
弘
仁
式
成
立
〕

乃
ち
、
日
向
国
分
寺
の
成
立
は
、
九
州
の
大
部
分
の
国
分
寺
と
同
じ
動
勢
の
も
と

に
あ
り
、
大
隅
、
薩
摩
両
国
分
寺
、
或
は
壱
岐
、
対
馬
、
多
撤
島
分
寺
の
如
く
、

成
立
事
情
の
複
雑
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

寺
地
の
選
定
　
国
分
寺
を
建
立
す
る
際
、
そ
の
場
所
を
き
め
る
に
は

一
定
の
基
準

が
あ

っ
た
。
天
平
十
二
年

（七
四

一
）
の
国
分
寺
建
立
の
詔
に
、

（前
略
）
其
造
塔
之
寺
、
兼
黛
国
華
、
必
欅
好
虎
、
質
可
長
久
、
近
人
則
不
欲
薫

一
一　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
一
一　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
一
一　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
一
一

晃

下所
後
、
遠
人
則
啄

一
欲
ウ

レ
衆
踊

一集
、
國
司
等
各
五
鯵
存
載
苅
、
乗
喬
鞍

上
清
、

と
あ
り
、
ま
た
天
平
十
九
年

（七
四
七
）
に
国
分
寺
建
立
を
督
励
す
る
詔
が
出
さ

れ
た
が
、
そ
の
な
か
に
、

（前
略
）
諸
國
司
等
、
怠
緩
パ
桁
、
或
虎
寺

レ
不
便
、
或
冶
抹
糊
犠
、
以
為
、
天
地

実
異

一
二
顕
茶
、
蓋

レ
由
姦
乎
、
朕
之
没
肱
、
豊

レ
合

レ
女日
此
、
是
以

レ差
徒
四
位
下
石
川

朝
臣
年
足
、
徒
五
位
下
阿
倍
朝
臣
小
嶋
、
布
勢
朝
臣
宅
主
等
一
　
レ
分
道
護
遣
、　

二検
定

寺

一地
、
井
擦
弥

・
状
、
國
司
悼

・
与
破
及
國
瑚
、一

・
間
碇
勝

・
地
、
勤

中力日
営

上
繕

（続
紀
天
平
十
九
。
十
一
・
七
条
）

と
あ

っ
て
、
寺
地
の
選
定
条
件
は
む
ず
か
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
石
田
茂
作

博
士
は
諸
国
の
国
分
寺
辻
の
実
際
に
基
づ
い
て
、
寺
地
選
定
の
七
条
件
を
数
え
ら

①

れ
て
い
る
。
乃
ち
、

い
国
華
と
し
て
仰
ぎ
見
る
の
に
よ
い
地
形

ω
水
害
等
の
憂
い
な
く
、
長
久
安
穏
の
場
所

①
人
家
の
雑
踏
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と

ω
人
が
集
合
す
る
の
に
不
便
で
な
く
、
交
通
至
便
の
と
こ
ろ

働
国
府
に
近
い
と
こ
ろ

０
条
里
区
劃
の
拘
束
を
甘
受
す
る
こ
と

⑦
南
面
の
土
地
で
あ
る
こ
と

こ
れ
だ
け
の
条
件
を
満
た
す
場
所
が

「好
虎
」
と
い
わ
れ
、

「
勝
地
」
と
称
さ
れ

る
寺
地
と
し
て
選
ば
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
決
定
は
容
易
で
は
な
い
。

日
向
国
分
寺
の
場
合
彦
各
条
件
に
照
し
て
検
討
し
て
み
れ
ば
、
幾
多
の
古
墳
群

を
擁
す
る
西
都
原
台
地
の
末
端
に
南
面
す
る
者
状
丘
陵
上
に
位
置
す
る
国
分
寺
の

占
地
は
、
東
に

一
ツ
瀬
川
、
南
に
三
財
川
が
流
れ
る
児
湯
郡
の
平
野
を
の
ぞ
み
、

ま
さ
に

「好
虎
」
と
い
う
に
適
し
て
い
る
。
こ
の
丘
陵
の
北
東
に
位
置
す
る
現
在



の
妻
町
は
西
部
市
の
中
心
で
あ
り
、
人
口
も
最
も
多
い
。
こ
の
あ
た
り
が
古
来
居

住
地
の
中
心
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
分
寺
の
位
置
は
人
里
に
近
か
ら

ず
、
ま
た
集
ま
る
に
遠
か
ら
ず
と
い
う
恰
好
の
場
所
で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
①
、

②
、
い
、
ω
、
０
の
条
件
は
十
分
に
満
足
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
働
の
国
府
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
国
分
寺
址
の
南
、
丘
陵
の
南
端
に

印
鎗
神
社
、
ま
た
国
分
寺
の
北
西
五
百
米
ば
か
り
の
高
所
に
日
向
国
の
総
社
と
伝

え
る
三
宅
神
社
が
あ
る
。
喜
田
貞
吉
博
士
の

「
日
向
国
史
」
に
は
、

（前
略
）
三
宅
に
三
宅
神
社
あ
り
、
古

へ
福
野
官
と
称
す
。
国
府
の
庁
は
其
の
附

近
大
王
馬
場
と
称
す
る
地
に
あ
り
き
と
の
説
あ
り
。　
一
説
に
、
佐
土
原
を
以
て
之

に
擬
す
れ
ど
も
、
此
の
地
は
も
と
那
珂
郡
の
域
に
し
て
、
和
名
抄
以
下
謂
ふ
所
の

児
湯
郡
に
あ
ら
ず
。
又
国
分
寺
等
の
位
置
の
関
係
よ
り
見
る
も
、
到
底
是
認
し
難

か
る
べ
し
。

（第
二
編
第
二
章
第
二
節
）

と
あ

っ
て
、

「
大
宰
管
内
志
」
以
来
の
説
を
承
け
て
い
る
。
諸
国
の
国
府
所
在
地

の
場
合
を
み
て
も
、
国
府
の
近
く
に
総
社
、
印
鎗
社
、
或
は
国
分
寺
の
在
る
の
は

普
通
の
こ
と
で
あ
る
。
従

っ
て
国
府
の
所
在
地
を
三
宅
神
社
附
近
に
比
足
す
る
説

は
や
は
り
有
力
で
あ
る
。
最
近
、
藤
岡
謙
二
郎
氏
は
妻
町
を
通

っ
て
宮
崎
か
ら
杉

安
を
結
ぶ
現
在
の
道
路
の
上
に
、
東
西
各
々
三
町
幅
、
乃
ち
方
六
町
の
国
府
の
プ

ラ
ン
を

餅
え
て
、
第

一
案
を
妻
町
に
、
第
二
案
を
南
の
右
松
の
あ
た
り
に
想
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
論
拠
は

一
ツ
瀬
川
を
利
用
す
る
内
陸
河
港
都
市
の
性
格
と
周
囲

の
地
形
的
位
置
を
考
慮
す
る
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

（第
１
区
参
照
）
し
か
し
な

が
ら
、
国
府
の
プ
ラ
ン
が
必
ず
主
要
道
路
の
上
に
中
軸
線
を
置
か
ね
ば
な
ら
な
い

理
由
も
な
い
。
多
少
傍
に
寄

っ
た
台
地
の
上
で
あ

っ
て
も
何
ら
支
障
は
な
い
。
ま

た
、
藤
岡
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
両
仮
想
案
と
も
に
迪
切
な
小
字
名
を
残

し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
南
の
陸
路
と

一
ツ
瀬
川
が
接
す
る
地
点
に
船
倉
な
る
字
名

の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ
が
国
府
と
外
界
を
つ
な
ぐ
荷
揚
げ
地
で
あ

っ
て
、
国

府
の
旧
外
港
で
あ
ろ
一っ
と
ぃ
ゎ
れ
る
が
、
こ
れ
と
て
も
船
倉
の
字
名
が
古
代
に
成

立
し
た
証
明
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、
旧
説
を
否
定
す
る

有
力
な
新
説
と
は
う
け
と
れ
な
い
。
や
は
り
旧
説
に
従

っ
て
不
都
合
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。

第20図 二 宅 神 社  (伝総社)
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ま
た
、　
国
分
寺
址
の
在
る
丘
陵
の
西
に
、　
同
様
な
地
形
を
示
す
清
水
丘
陵
が
在

る
。
　
⌒第

１
図
参
照
）
国
分
寺
の
占
地
は
此
処
で
あ

っ
て
も
さ
し
て
不
都
合
で
な
い

の
で
あ
る
が
、
こ
の
丘
陵
を
選
ば
な
か

っ
た
事
実
、
更
に
は
三
宅
の
丘
陵
で
は
国

分
寺
の
所
在
地
よ
り
も
、
南
端
の
印
鎗
社
の
附
近
が
好
迪
で
あ
る
の
に
、
そ
の
北

に
占
地
し
た
こ
と
な
ど
は
、
こ
の
丘
陵
の
南
端
に
国
府
関
係
の
建
物
が
在

っ
た
が

た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
と
き
、
疑
間
は
解
け
て
く
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
国

分
寺
の
北
さ
ら
に
約
五
町
、
妻
高
等
学
校
の
敷
地
に
国
分
尼
寺
が
比
定
さ
れ
、
顕

彰
碑
が
立

っ
て
い
る
の
も
、
国
府
、
国
分
寺
と
の
関
係
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

次
に
①
の
条
里
区
劃
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
必
要
な
条
件
で
は
な
い
。
以
上
の
六

条
件
を
満
た
す
と
こ
ろ
は
、　
一
般
的
に
平
野
よ
り
も
補
高
地
に
属
す
る
こ
と
と
な

り
、
九
州
の
各
国
分
寺
の
場
合
を
み
て
も
、
必
ず
し
も
条
里
制
内
に
く
み
こ
ま
れ

て
占
地
し
た
と
断
定
で
き
る
国
分
寺
は
稀
で
あ
る
。
日
向
の
場
合
は
児
湯
郡
平
野

の
条
里
複
元
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
丘
陵
の
南
端
を
占
め
る
高
地

に
在

る
点

で
、
条
里
の
中
に
く
み
こ
む
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
筑
前
国
分
寺
で
は
大
宰
府
郭

内
条
坊
の
北
郭
外
に
在

っ
て
、
郭
内
条
里
の
延
長
区
劃
と
考
え
ら
れ
る
。
肥
前
も

同
様
な
可
性
が
あ
る
。
条
里
制
の
複
元
さ
れ
た
肥
後
、
筑
後
の
場
合
は
、
そ
の
中

に
在

っ
て
、
条
里
制
下
の
区
劃
内
に
占
地
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
可
能
性
は
豊

後
、
大
隅
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
豊
前
、
薩
摩
の
場
合
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
み
れ
ば
、
国
分
寺
の
占
地
と
条
里
制
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
必
要
な
条
件

で
あ

っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
僧
寺
と
尼
寺
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
石
田
茂
作
博
士
が

こ
れ
に
注
意
さ
れ
、
諸
国
の
場
合
の
統
計
を
と

っ
た
結
果
、
両
寺
の
距
離
は
五
町

か
ら
二
町
位
隔
て
る
も
の
が
最
も
多
い
と
さ
れ
る
。
九
州
の
場
合
は
次

の
如

く

③

な

る
。

距
　
離

悟
寺
よ
り
尼

守
へ
の
方
位

四
町

西 筑
前

二
町

筑
後

三
町

東 豊

前

一
町

西 豊

後

二
町
一

西 肥
前
一

五
町

東 肥
絡

五
町

日
向

十
町

西
北

| |

薩
摩

| |

| |

註
①
　
石
田
茂
作

「東
大
寺
と
国
分
寺
」
六
〇
十
六
一
頁
。
昭
和
三
十
四
年

②
　
藤
岡
謙
二
郎

「都
市
と
交
通
路
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
四
一
十
四
二
頁
。

昭
和
三
十
五
年

③
　
石
田
前
掲
書
五
八
十
五
九
貢
。
六
五
頁
。

建
立
前
後
の
寺
料
　
国
分
寺
の
建
立
が
決
定
さ
れ
る
と
、
当
然
次
に
は
そ
の
維
持

と
経
営
が
問
題
に
な

っ
て
く
る
。
天
平
十
三
年
（七
四

一
）
に
建
立
の
詔
が
発
せ
ら

れ
た
と
き
、
僧
寺
に
は
封
五
十
戸
、
水
田
十
町
、
尼
寺
に
は
水
四
十
町
の
施
入
が

約
束
さ
れ
た
。
つ
い
で
天
平
十
六
年
（七
四
四
）
七
月
二
十
三
日
の
詔
に
、

（前
略
）

國
別
割
取
正
税
四
万
束
、
以
入
僧
尼
両
寺
各
二
万
束
、
毎
年
出
拳
、

一一　
　
　
　
　
　
　
　
一
　

　

　

一一　

　

　

　

　

一

以
其
息
利
、
永
支
造
寺
用
、
（続
日
本
紀
）

一一
　

　

　

一　

　

　

　

一
一　

　

　

一

と
あ

っ
て
、　
国
分
寺
の
経
営
に
対
す
る
配
慮
の
ほ
ど
が
う
か
が
わ
れ
る
。
　
こ
の

時
、
壱
岐
島
は
肥
前
国
よ
り
分
充
て
、
多
撤
、
対
馬
は
こ
の
限
り
で
な
い
と
さ
れ

た

（類
墾
二
代
糖
）
。
天
平
十
九
年

（七
四
七
）
十

一
月
七
日
の
詔
に
は
更
に
施
入

を
増
加
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
乃
ち
、

（前
略
）
其
僧
寺
尼
寺
水
田
者
、
除
前
入
敷
己
外
、
更
加
田
地
、
僧
寺
九
十
町
、

一一
　

　

　

一　
　

　

　
　

　

　

一
一　
　

一
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尼
寺
四
十
町
、
便

工仰
所

一
司
墾
開

レ應
施
、
普

二告
國
卸
、　

二
知
朕

一意
焉
、
　

（続
日
本
紀
）

天
平
十
二
年
の
施
入
田
を
加
え
る
と
僧
寺
百
町
、
尼
寺
五
十
町
と
な
る
。
そ
の
上

に
開
発
地
の
施
入
も
奨
励
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
開
発
の
進
展
に
よ

っ
て
地
限
を
定
め
る
必
要
を
生
じ
る
こ
と
と
な
り
、
天
平
勝
宝
元
年
（七
四
九
）
七

月
十
二
日
に
は
僧
寺

一
千
町
、
尼
寺
四
百
町
ま
で
と
さ
れ
た

（続
日
本
紀
・
類
乗
三

代
格
）
。
か
く
し
て
天
平
勝
宝
八
年
（七
五
六
）
、　
日
向
国
分
寺
を
は
じ
め
九
州
の

国
分
寺
が
ほ
ぼ
建
立
を
終
え
た
。

こ
の
後
、国
分
寺
の
封
田
物
珍
寺
用
に
宛
て
ず
に
、国
郡
司
が
私
用
す
る
弊
彦
生
じ

た
た
め
、
天
平
神
護
二
年
（七
六
六
）十
二
月
五
日
に
は
国
分
二
寺
田
の
国
司
佃
収

を
停
止
し
て
寺
の
三
綱
に
付
し
て
耕
営
す
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
（類
乗
三
代
格
）
。

制
度
的
に
確
立
さ
れ
た
国
分
寺
の
体
制
は
延
長
五
年
（九
二
七
）
に
成

っ
た

「
延

喜
式
」
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
こ
の
以
前
、
弘
仁
十

一
年
（八
二
〇
）
に
成

っ
た

「
弘
仁
式
」
の
現
存
す
る
部
分
と
照
合
し
て
西
海
道
国
分
寺
の
寺
料
を
整
理

す
る
と
、
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
国
の
等
級
、
正
税
、
公
癖
、
国
分
寺
料
の
間
に
は

何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
乃
ち
国
力
に
応
じ
て
計
上
さ
れ
る

一
応
の

原
則
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
分
寺
料
は
上
国
で
二
万
東
が
普
遍
的
で
あ

っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

「弘
仁
式
」
と

「
延
喜
式
」
を
比
較
す
る
と
き
、
筑
前
、
肥
前

の
寺
料
増
加
は
頻
繁
な
大
宰
府
と
の
交
渉
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

筑
後
、
肥
後
、
豊
前
は
減
少
し
、
豊
後
、
日
向
、
大
隅
、
薩
摩
、
は
変
動
が
み
ら

れ
な
い
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
大
隅
、
薩
摩
は
日
向
と
同
じ
中
国
に
属
し
て

い
る
が
、
寺
料
は
倍
額
で
あ
る
。
し
か
も

「弘
仁
式
」
で
は
薩
摩
の
寺
料
は
肥
後

弘
仁
式
　
（主
　
税
）

式
　
（主
　
税
）

筑

後

（上
）

一
万
三
千
三
百
九
十
四

三
万
三
千
三
百
九
十
四

四
万
七
千
八
百
八
十
七

、
壱
岐
鳴
各
二

菫
ユ　
前
　
（上
）

一
万
四
千
二
百
七
十
四

菫
星　
後
　
（上
）

一
一　
万
　
束
　
　
一盆
一十
万

日
　
向
　
（中
）

大
　
隅

（中
）

薩

摩
　
（中
）

一
万
五
千

束（五
万
束
）

（二
十
万

一
一
万
束

一
万
五
千

束（五
万
束
）

三
千
九
百

二
十
束

―- 44 -―



で
、
大
隅
の
寺
料
は
日
向
で
支
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り

一
世
紀
を
経
た

「
延

喜
式
」
で
は
各
々
自
国
で
支
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
さ

ぐ

っ
て
み
る
と
、
天
平
二
年
（七
三
〇
ご
一月
七
日
、
大
宰
府
か
ら
上
申
し
た
な
か

こ
、大

隅
、
薩
摩
両
國
百
姓
、
建
國
以
来
、　

工
未
曽

下班
粕
、
其
所
箔
田
、
悉
是
墾
日
、

相
承

レ為
佃
、　

レ不

一
願
改

一
動
、
若
禁
班
蝦
、
恐

二
多
喧

一
訴
　
　
　
　
　
　
　
（続
日
本
紀
）

と
あ

っ
て
、
結
局
互
田
収
授
を
行
わ
ず
に
旧
状
を
保
つ
こ
と
に
し
た
。
両
国
に
班

田
収
授
を
実
施
し
た
の
は
下

っ
て
延
暦
十
九
年
（八
〇
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
　
窺
一茶

国
史
延
暦
十
九
・
十
二
・
七
榮
）
。

従

っ
て
、
そ
の
後
二
十
年
を
経
た
　
「
弘
仁
式
」

の
成
立
の
頃
に
は
未
だ
そ
の
実
が
あ
が
ら
ず
、
た
め
に
隣
国
に
寺
料
支
出
を
あ
お

ぐ
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で

「
延
喜
式
」
の
成
立
し
た
十
世
紀
代

に
は
よ
う
や
く
成
田
収
授
の
実
が
あ
が
る
よ
う
に
な
り
、
寺
料
も
自
国
で
支
出
す

る
に
至

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
両
国
の
正
税
、
公
癖
に
つ
い
て
両
式

を
み
る
と
き
、

「
延
喜
式
」
で
は

「弘
仁
式
」
よ
り
も
二
万
五
千
東
以
上
の
増
加

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
一
日
向
、　
肥
後
以
北
の
国
分
寺
と
大

隅
、
薩
摩
国
分
寺
の
建
立
事
情
の
相
違
は
寺
料
の
考
察
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
最
後
に
両
式
の
比
較
か
ら
、
十
世
紀
代
に
寺
料
が
減
じ
た
も
の
、
変
動
の
な

か

っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
先
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
変
動
の
な
か

っ
た
豊

後
、
日
向
、
大
隅
、
薩
摩
で
は
そ
の
原
因
を
国
分
寺
の
活
動
に
発
展
性
が
な
か

っ

た
こ
と
に
求
め
た
い
。
ま
た
大
宰
府
と
の
交
渉
も
日
向
を
合
め
た
南
九
州
の
国
分

寺
で
は
活
撥
で
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
ま
た
異
色
あ
る
文
化
圏
を
つ
く
り
出
す
こ
と

と
な
る
の
で
あ
る
。

第

二
節
　
寺
域

と
伽
董

配
置

の
復

原

日
向
国
分
寺
の
創
建
当
時
の
寺
域
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
今
回
の
調
査
で
は
日

時
と
労
力
の
関
係
、
或
は
現
地
の
変
貌
が
著
し
い
こ
と
な
ど
が
重
な

っ
て
断
定
す

る
に
足
る
ほ
ど
の
資
料
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
昭
和
二
十
二
年
の
調
査
概
報
に
よ

る
と
、
図
面
が
示
さ
れ
て
な
い
の
で
具
体
的
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
寺
域

は
二
町
四
方
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
今
回
の
調
査
で
も
、
遺
跡
の
現

状
か
ら
み
て
、
二
町
四
方
の
占
地
が
最
大
限
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
場
合
の
寺
域
は
西
南
隅
は
地
溝
帯
に
は
み
出
し
て

し
ま

っ
て
事
実
上
は
使
用
で
き
な
い
。
ま
た
北
東
隅
は
現
在
溜
池
に
か
か

っ
て
い

る
。
仮
り
に
溜
池
の
な
い
旧
地
形
を
考
え
て
も
、
台
地
の
周
辺
は
完
全
に
寺
域
内

に
入
り
こ
ん
で
し
ま

っ
て
や
は
り
北
東
隅
は
用
を
な
さ
な
い
こ
と
と
な
る
。

我
々
は
中
央
及
び
南
地
区
の
発
掘
に
お
い
て
黒
色
の
堆
積
土
下
に
黄
色
土
層
の
存

在
を
重
視
し
て
、
こ
れ
を
手
掛
り
に
し
て
寺
域
複
元
の
資
料
を
得
よ

う

と

試

み

た
。現

本
堂
よ
り
約

一
町
東
に
は
、
高
さ

一
・
五
米
前
後
の
崖
が
南
北
に
つ
ら
な
り

、
あ
た
か
も
寺
域
東
端
を
示
す
か
の
よ
う
な
感
じ
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
崖
を
観

察
す
る
と
、
厚
さ

一
〇
糎
前
後
の
黄
色
細
粒
土
の
バ
ン
ド
が
み
ら
れ
、
意
図
的
な

敷
設
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
現
本
堂
の
北
に
東
西
に
は

し
る
道
路
の
南
側
地
域
で
数
個
所
の
試
掘
を
実
施
し
た
結
果
、
現
地
表
下
三
〇
？

六
〇
糎
に
し
て
薄
い
。
黄
色
細
粒
土
層
の
敷
設
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

土
唐
敷
設
の
南
限
は
現
本
堂
の
南
方
約

一
町
半
の
畑
の
中
に
あ
る
。
ま
た
、
前
述

し
た
如
く
、
台
地
の
東
端
は
現
本
堂
の
東
約

一
町
の
と
こ
ろ
を
南
北
に
通
る
小
径

に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
東
限
推
定
線
は
、
二
三
二
号
墳
を
含
ま
ず
、
所
謂
仁
王
坂
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を
の
ば
っ
た
道
路
上
の
地
点
を
通
る
。
西
限
は
、
こ
の
崖
に
近
い
民
家
の
物
置
、

家
畜
小
屋
の
中
央
辺
り
に
あ
る
ら
し
く
、
こ
と
に
こ
の
物
置
の
前
庭
で
は
現
地
表

下
六
〇
糎
で
責
色
細
粒
土
層
に
な

っ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
層
上
に
は
古
瓦

片
が
か
な
り
多
く
堆
積
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
試
み
に
よ

っ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
ほ
ば
東
西
二
町
の
域
内
に

の
み
厚
薄
の
差
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
責
色
細
粒
土
層
の
敷
設
が
み
ら
れ
、
畑
作
な

ど
に
よ

っ
て
攪
乱
の
極
め
て
少
い
と
思
わ
れ
る
地
点
に
お
い
て
は
古
瓦
片
が
黄
色

層
上
に
堆
積
し
て
い
た
。
ま
た
、
南
北
の
域
内
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
道
路
の
北

側
地
域
は
前
述
の
よ
う
に
調
査
し
え
な
か

っ
た
の
で
、
道
路
の
南
側
地
域
の
み
の

調
査
に
よ
り
、
前
述
の
ご
と
き
ほ
ば
南
限
と
お
ば
し
き
線
を
知
る
こ
と

が

で
き

た
。
そ
れ
に
よ
る
線
を
寺
域
南
限
と
仮
定
す
る
と
、
東
西
に
は
し
る
巾
の
広
い
道

路
と
、
現
本
堂
の
西
を
通
る
小
径
は
、
想
定
寺
域
方
二
町
の
そ
れ
ぞ
れ
中
央
を
東

西
、
南
北
に
区
分
す
る
線
の
痕
跡
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
四

分
さ
れ
た
南
西
区
域
の
多
く
は
畑
に
な

っ
て
い
て
、
ふ
る
く
か
ら
の
耕
作
が
行
わ

れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
区
域
全
面
か
ら
は
、
古
瓦
片
の
出
土
が
か
な
り

あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
現
に
本
堂
西
を
通
る
南
北
の
小
径
の
中
に
は
、
こ
の
辺
り

か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
古
瓦
片
を

つ
き
こ
ん
で
あ

っ
た
ｏ

本
寺
の
寺
域
を
考
え
る
う
え
に
重
要
な
自
然
地
形
と
、
今
回
各
所
に
入
れ
た
ト

レ
ン
テ
調
査
に
よ

っ
て
導
き
出
さ
れ
た
創
建
時
相
当
の
土
層
な
ど
か
ら
、
本
寺
の

寺
域
は
北
東
及
び
西
南
隅
で
は
は
み
出
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
ば
ば
方
二

町
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
四
至
が
地
形
的
に
明
確
な

方
形
区
劃
を
形
成
し
な
く
て
も
、
そ
れ
が
伽
藍
の
配
置
に
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
の

も
の
で
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
方
二
町
寺
域
の
南
北
中
軸
線
が
五
智
堂
を
通

は
過
す
る
場
合
、
地
勢
か
ら
み
て
伽
藍
の
南
大
門
を
寺
地
の
南
限
に
と
り
う
る
こ

と
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

国
分
寺
伽
藍
の
各
建
物
の
配
置
が
、
そ
の
地
割
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を

提
唱
さ
れ
た
の
は
石
田
茂
作
博
士
で
あ
る
。
遠
江
、
出
雲
、
駿
河
、
伊
豆
、
陸
奥

な
ど
の
国
分
寺
遺
跡
の
発
掘
か
ら
地
割
と
建
物
の
関
係
を
案
出
さ
れ
た
結
果
に
よ

れ
ば
、

「方
形
の
土
地
を
南
北
に
四
等
分
、
東
西
に
八
等
分
し
、
中
央
に
金
堂
、

中
軸
線
の
そ
の
上
の
交
点
に
講
堂
、
下
の
交
点
に
中
門
、

（中
門
の
位
置
は
更
に

区
劃
の
四
分
の

一
だ
け
の
距
離
を
南
に
移
す
事
も
あ
る
）
最
南
の
交
点
に
南
大
門

ま
た
東
西
八
等
分
の
外
か
ら
二
番
目
の
区
劃
中
に
塔
を
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
」

（東
大
寺
と
国
分
寺
二
一
頁
）

と
い
わ
れ
る
。

日
向
国
分
寺
の
寺
域
を
方
二
町
と
し
、
石
田
博
士
の
地
割
法
に
従

っ
て
各
堂
塔

を
配
置
し
て
み
る
と
、
南
大
門
、
東
門
を
各
々
南
限
と
東
限
の
中
軸
線
と
の
交
点

に
配
し
て
み
て
も
地
形
上
の
支
障
は
な
い
。
中
門
も
五
智
堂
南
の
簸
の
中
に
な

っ

て
都
合
は
よ
い
。
と
こ
ろ
で
金
堂
は
五
智
堂
北
の
道
路
の
と
こ
ろ
に
な
り
、
五
智

堂
下
の
基
壇
様
の
遺
構
、
南
北
中
軸
線
の
西
に
は
ず
れ
る
北
西
土
壇
の
解
釈
に
苦

し
む
。

も
う

一
つ
の
案
と
し
て
は
石
田
博
士
も
あ
げ
ら
れ
た
如
く
、
寺
域
と
伽
藍
配
置

の
地
割
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
乃
ち
方
形
寺
域
の
中

に
合
ま
れ
る
伽
藍
の
地
割
は
更
に
小
範
囲
の
方
形
或
は
長
方
形
プ
ラ
ン
を
示
す
場

合
が
考
え
ら
れ
る
。
出
雲
国
分
寺
、
伊
豆
国
分
寺
な
ど
は
そ
の
例
と
さ
れ
る
。

今
、
日
向
国
分
寺
の
場
合
、
南
大
門
の
位
置
を
変
え
ず
に
、
南
北

一
町
半
、
東
西

一
町
の
伽
藍
地
を
想
定
し
て
、
こ
れ
を
南
北
四
等
分
、
東
西
八
等
分
し
て
み
る
と

中
円
の
位
置
は
前
よ
り
も
釉
南
に
ず
れ
る
が
、
五
智
堂
南
の

一
段
低
い
台
地
に
あ
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っ
て
、
前
案
と
相
近
い
。
金
堂
は
五
智
堂
の
位
置
と
な
る
。
伽
藍
地
の
東
限
は
五

智
堂
東
の
崖
の
あ
た
り
、
西
限
は
五
智
堂
西
の
段
丘
の
端
に
近
い
民
家
の
あ
た
り

で
、
黄
色
土
の
西
限
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
次
に
塔
の
位
置
は
前
案
で
は
東
か
ら
二

番
目
の
区
劃
に
と
る
と
五
智
堂
東
の
崖
よ
り
も
更
に
は
ず
れ
て
低
い
畑
地
の
中
、

西
か
ら
二
番
目
の
区
劃
に
と
る
と
段
丘
の
端
か
地
溝
帯
に
下
っ
て
し
ま
う
。
後
案

の
場
合
で
は
、
東
に
と
る
と
五
智
堂
東
南
の
平
垣
な
竹
簸
の
中
に
、
ま
た
西
に
と

る
と
五
智
堂
西
南
の
畑
地
の
中
に
あ
っ
て
、
東
塔
或
は
西
塔
配
置
の
い
ず
れ
の
場

合
に
も
後
案
の
方
が
無
理
が
少
な
い
。
こ
の
場
合
堀
井
三
友
氏
が
道
路
の
北
に
土

壇
様
の
も
の
が
あ
る
と
い
わ
れ
た
と
こ
ろ
は
講
堂
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

な
お
堀
井
氏
は
西
塔
配
置
を
考
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
両
案
の
場
合
と
も
に
は

ず
れ
る
の
は
北
西
土
壇
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
も
こ
の
遺
構
の
性
格
を
究
め
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
石
田
博
士
の
伽
監
配
置
の
二
案
を
応
用
す

る
と
き
は
伽
藍
地
域
が
方
形
寺
域
全
体
と

一
致
す
る
と
考
え
る
よ
り
も
、
寺
域
内

に
あ

っ
て
、
更
に
せ
ま
い
南
北
に
長
い
長
方
形
伽
藍
地
域
を
考
え
た
方
が
、
従
来

の
現
状
調
査
の
報
告
と
も

一
致
す
る
公
算
が
大
き
く
、
今
回
の
発
掘
結
果
と
も
無

理
が
少
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
更
に
将
来
の
調
査
を
行
う
場
合
に
有

力
な
手
掛
り
と
も
な
る
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
当
否
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

第

三
節
　
古
瓦

の
諸
問
題

一
、
古
瓦
の
分
類

以
前
か
ら
採
集
さ
れ
て
い
た
古
瓦
資
料
と
今
回
の
調
査
で
出
土
し
た
資
料
と
を

あ
わ
せ
で
通
観
す
る
と
、
採
集
資
料
に
し
か
見
ら
れ
な
い
種
類
の
も
の
や
発
掘
に

よ
っ
て
初
め
て
知
ら
れ
た
新
資
料
が
あ
り
、
ま
た
双
方
を
伴
せ
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
得
る
こ
と
の
で
き
る
知
見
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
こ
れ
ら
を
綜
合
し
て
分
類
す

る
と
、
軒
丸
瓦
八
種
類
と
軒
平
瓦
六
種
類
、
ほ
か
に
縄
目
文
と
格
子
目
丈
に
つ
い

て
の
類
別
を
得
た
。
各
種
類
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
述
べ
る
。

軒
瓦
丸

一
類
　
蓮
華
文
単
弁
八
葉
で
、
瓦
当
面
は
平
坦
で
あ
る
。
中
房
は
低
く
、
蓮
子
は

一
？
四
？
八
の
配
置
で
十
字
形
に
直
線
上
に
並
び
最
外
周
は
そ
の
間
に

一
顆
ず

つ

入

っ
て
い
る
。
蓮
弁
は
そ
の
外
郭
と
鏑
と
を
太
い
線
で
表
わ
し
た
、
と
い
う
よ
り

は
ま
わ
り
を
く
つ
て
表
現
し
た
感
じ
が
強
く
、
弁
間
の
楔
形
小
弁
も
先
端
の
ま
わ

り
を
く
り
取
る
こ
と
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
珠
文
帯
は

一
段
低
く
小
粒
の

珠
丈
が
十
六
珠
あ
り
ほ
ぼ
蓮
弁
と
楔
形
小
弁
と
に

一
致
し
て
い
る
が
、
蓮
弁
と
珠

文
の
配
置
が
等
間
隔
で
な
い
た
め
に

一
致
し
な
い
部
分
が
あ
る
。
外
周
は
や
や
高

い
素
縁
で
あ
る
。
瓦
当
は

一
体
に
薄
く
作
ら
れ
て
い
る
。
宮
崎
博
物
館
資
料
１
や

西
都
博
物
館
資
料
４
な
ど
が
好
資
料
で
あ
る
。

二
類
　
蓮
華
女
単
弁
七
葉
で
、
平
坦
な
瓦
当
面
に
中
一房
を
圏
線
で
表
わ
し
、　
一
ど

四
の
蓮
子
を
置
い
て
い
る
。
蓬
弁
も
外
郭
を
線
で
表
わ
し
、
そ
の
外
側
を
も
う

一

本
の
線
で
囲
み
、
蓮
弁
帯
全
体
を
圏
線
で
囲
ん
で
い
る
。
珠
文
は
な
く
、
外
周
は

巾
広
い
素
縁
で
あ
る
。　
一
類
の
も
の
の
表
現
を
衝
素
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
東
京

博
物
館
資
料
８
が
唯

一
の
資
料
で
あ
る
。

三
類
　
蓮
弁
は
単
弁
で
弁
の
間
隔
が
不
揃
い
で
あ
る
た
め
分
ら
ぬ
が
十
葉
ほ
ど
と

思
わ
れ
る
。
中
房
は
圏
線
で
表
わ
さ
れ
、
蓮
子
は
七
顆
と
思
わ
れ
る
。
蓮
弁
は
割

開
い
た
様
な
感
じ
で
中
央
に
濤
が
通
り
、
蓬
弁
が

一
葉
ず
つ
離
れ
て
い
る
。
蓮
弁

帯
を
圏
線
で
囲
み
、
外
周
は
巾
広
く
高
い
素
縁
で
あ
る
。
宮
崎
博
物
館
資
料
４

・

５
と
西
都
博
物
館
資
料
４
が
好
資
料
で
あ
る
。

四
類
　
蓮
華
丈
複
弁
八
葉
で
、
中
房
は

一
段
低
く
て

一
？
四
の
蓮
子
を
の
せ
、
蓮
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弁
は
先
端
の
丸
い
盛
上
り
が
二
つ
根
元
で
接
し
て
複
弁
を
成
し
、
蓮
弁
帯
の
外
は

巾
広
い
素
縁
と
な
る
。
瓦
当
は
全
体
に
大
き
く
復
原
径
二
十

一
糎
に
も
及
ぶ
。
西

都
博
物
館
資
料
５
と
北
西
土
壇
出
土
資
料
２
と
で
そ
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き

ＺＯ
。

五
類
　
単
弁
で
十
四
な
い
し
十
五
葉
で
あ
る
。
中
房
は
圏
線
で
表
わ
さ
れ
、
蓮
子

は
不
明
で
あ
る
。
蓮
弁
は
偏
平
な
型
を
並
べ
て
押
し
た
だ
け
で
大
小
が
あ
り
、　
一

段
高
く
圏
線
を
め
ぐ
ら
し
た
外
に
小
粒
の
珠
文
を
密
に
配
し
て
い
る
。
周
縁
は
更

に

一
段
高
く
素
縁
が
あ
る
が
、
圏
線
か
ら
外
が
全
体
に
高
い
た
め
に
周
縁
上
に
珠

文
を
置
い
た
観
が
あ
る
。
宮
崎
博
物
館
資
料
６
が
唯

一
の
資
料
で
あ
る
。

六
類
　
菊
花
弁
二
十
四
葉
で
あ
る
。
中
房
は
大
き
く
圏
線
で
表
わ
さ
れ
、　
一
ど
八

の
蓬
子
を
載
せ
て
い
る
。
蓮
弁
は
単
弁
で
各
弁
が
接
し
あ

っ
て
い
て
、
鏑
を
表
わ

す
線
が
あ
る
。
第
１５
図
で
は
蓮
弁
の
先
端
が
切
れ
て
蓮
弁
の
接
す
る
部
分
が
楔
形

小
弁
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
物
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
蓮
弁
帯
の
外
に
二
重
の
圏
線
が
廻
り
、
外
周
は
素
縁
で

あ

っ
て
か
な
り
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
早
稲
田
大
学
の
資
料
が
唯

一
の
も
の
で

あ
る
。

七
類
　
単
弁
八
葉
で
、
中
房
は
小
さ
く
て
蓮
子
は
な
く
、
進
弁
は
細
く
削
出
し
た

様
な
感
じ
で
先
端
が
鋭
く
尖
っ
て
い
る
。
蓮
弁
帯
の
外
は
す
ぐ
に
周
縁
と
な
っ
て

お
り
、
巾
広
く
高
い
素
縁
が
廻
っ
て
い
る
。
第
十

一
ト
レ
ン
チ
出
±
７
と
国
分
尼

寺
址
出
土
資
料
拓
影
の
二
例
し
か
な
い
。
直
径
は
他
に
比
し
て
小
さ
い
。

八
類
　
単
弁
七
葉
で
、
中
房
は
小
さ
く
て
中
が
皿
状
に
く
ば
み
、
蓮
子
は
な
い
。

蓮
弁
は
中
膨
ら
み
の
細
長
い
も
の
で
先
端
は
尖

っ
て
い
て
、
中
は
や
や
く
ば
ん
で

い
て
根
元
は
中
房
に
連
接
し
て
い
る
。
蓬
弁
帯
の
外
に
は
す
ぐ
に
巾
広
く
て
高
い

周
縁
が
あ
る
。
直
径
は
小
さ
く
、
十
二
‡
三
糎
で
あ
る
。
第
十

一
ト
レ
ン
チ
出
土

８
と
東
京
博
物
館
資
料
ワ
の
二
例
が
あ
る
。

軒
平
瓦

一
類
　
波
行
の
強
い
唐
草
文
が
左
半
は
左
流
、
右
半
は
右
流
し
、
各

々
支

葉

が

四
葉
分
岐
し
て
反
転
し
て
い
る
。
唐
車
丈
は
、
支
葉
が
左
と
右
と
に
分
岐
す
る
中

間
の
点
を
中
心
と
し
て
廻
転
対
称
的
で
あ
り
、
珠
丈
は
、
上
下
縁
と
も
圏
線
の
外

に
中
心
点
と
支
葉
の
分
岐
す
る
ご
と
に

一
珠
ず
つ
と
、
両
側
に
三
珠
ず
つ
を
配
す

る
。
瓦
当
面
は
上
面
と
直
角
で
、
中
顎
で
顎
面
に
正
格
子
目
ま
た
は
縄
目
の
叩
文

を
も

っ
も
の
が
多
い
。
全
巾
は
二
十

一
糎
ほ
ど
で
、
東
京
博
物
館
資
料
１
が
殆
ん

ど
完
形
の
資
料
で
あ
る
。

二
類
　
均
正
唐
草
文
で
、
蕨
手
様
の
相
対
す
る
中
心
飾
か
ら
あ
ま
り
波
行
の
強
く

な
い
唐
草
が
左
右
に
伸
び
、
支
葉
を
三
つ
分
岐
し
て
い
る
。
珠
文
は
圏
線
の
内
側

に
中
心
飾
と
支
葉
の
上
に

一
つ
ず

つ
全
体
で
八
珠
が
あ
る
。
瓦
当
面
は
上
面
と
鈍

角
を
な
し
て
傾
い
て
お
り
、
顎
は
撫
で
顎
で
あ
る
。
西
都
博
物
館
資
料
８
と
宮
崎

博
物
館
資
料
９
と
で
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
類
　
こ
れ
は
二
類
と
類
似
し
て
い
る
が
、
唐
草
文
の
支
葉
の
反
転
の
方
向
が
逆

に
な

っ
て
い
る
も
の
で
、
文
珠
の
間
隔
も
近
い
よ
う
で
あ
る
。
瓦
当
面
上
縁
の
す

ぐ
後
を
斜
に
削
り
取

っ
た
断
面
を
示
し
、顎
は
撫
で
顎
で
あ
る
。
瓦
当
面
右
端
を
示

す
資
料
と
し
て
北
西
土
壇
出
土
の
６

一
点
が
あ
る
の
み
で
、
全
容
は
知
り
難
い
。

四
類
　
殆
ん
ど
波
行
し
な
い
唐
車
文
の
主
軸
か
ら
、
支
葉
が
二
本
ず

つ
分
岐
す
る

が
こ
れ
も
殆
ん
ど
反
転
し
な
い
ど

の
文
様
が
肉
大
に
陰
刻
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、

他
に
は
圏
線
も
珠
女
も
な
く
、
唐
車
文
が
こ
の
部
分
に
お
い
て
右
流
し
て
い
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
東
京
博
物
館
資
料
６
が
そ
れ
で
あ
る
。
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五
類
　
無
丈
の
瓦
当
で
あ
る
。
瓦
当
面
は
上
面
に
対
し
て
ほ
ぼ
直
角
を
な
し
て
お

り
、
深
顎
で
あ
る
①
本
来
無
文
の
も
の
と
し
て
製
作
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
戯

作
で
あ
る
の
か
分
ら
な
い
が
、
寺
址
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
あ
な
が
ち

戯
作
と
も
い
え
ま
い
。
第
十

一
ト
レ
ン
チ
出
土
の
４５

。
化
の
二
点
が
あ
る
。

六
類
　
左
流
す
る
唐
草
丈
が
か
な
り
強
く
波
行
し
、
支
葉
が
分
岐
す
る
点
に
各
々

香
を
つ
け
て
杏
葉
唐
車
丈
に
近
い
趣
き
を
持

っ
て
い
る
。
瓦
当
が
平
瓦
か
ら
垂
下

っ
た
様
な
断
面
を
示
し
て
お
り
、
浅
顎
で
あ
る
。
北
西
土
壇
出
土
の
８
が
唯

一
の

資
料
で
あ
る
。

以
上
、
軒
丸
瓦
八
種
と
軒
平
瓦
六
種
と
に
分
類
し
た
が
、
各
類
の
先
後
関
係
お

よ
び
軒
丸
瓦
と
軒
平
瓦
の
組
合
せ
関
係
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

軒
丸
瓦
で
創
建
時
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は

一
類
で
あ
る
。
蓮
弁
の

様
式
や
蓮
子
、
珠
文
の
配
置
、
ま
た
出
土
量
の
多
さ
か
ら
も
こ
れ
は
道
然
い
え
る

こ
と
で
あ
る
。
次
に
五
類
は
周
縁
が
高
く
な
っ
て
き
て
小
珠
文
を
密
に
配
す
る
こ

と
か
ら
、
平
安
前
？
中
期
と
考
え
ら
れ
、
二
類
、
三
類
、
四
類
は
蓮
弁
の
手
法
の

劣
る
こ
と
や
周
縁
が
巾
広
く
高
い
素
縁
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
平
安
中
ど
後
期
の

資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
六
類
は
弁
が
菊
花
状
を
呈
し
周
縁
が
巾
広
く
高
く
て
中
世

的
な
要
素
が
出
始
め
て
お
り
、
平
安
後
期
に
比
定
さ
れ
、
七
類
と
八
類
は
中
世
に

下
る
資
料
で
あ
る
。
軒
平
瓦
は

一
類
が
中
顎
で
瓦
当
面
が
上
面
と
直
角
で
あ
り
、

唐
草
文
の
手
法
や
出
土
量
の
多
さ
な
ど
か
ら
創
建
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
五

類
の
無
文
の
も
の
も
創
建
か
ら
さ
し
て
下
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
次
に
二
類

と
二
類
は
珠
文
が
圏
線
の
中
に
入
っ
て
い
る
こ
と
や
瓦
当
面
が
傾
く
こ
と
、
撫
で

顎
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
安
中
期
以
降
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
六
類
は
完
全

な
浅
顎
で
中
世
の
資
料
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
時
代
づ
け
を
し
て
ゆ
く
と
、
先
ず
軒
丸
瓦
と
軒
平
瓦
の
各

一
類
は

創
建
時
の
組
合
せ
で
あ
る
。
各
々
出
土
量
も
豊
富
で
あ
り
、
様
式
か
ら
い
っ
て
も

妥
当
す
る
。
次
に
出
土
量
の
多
い
の
は
軒
丸
瓦
三
類
と
軒
平
瓦
二
類
で
、
或
い
は

平
安
中
期
ご
ろ
の
組
合
せ
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
同
時
期
の
資
料
が
軒
丸
瓦
、

軒
平
瓦
と
も
に
あ
る
の
で
早
急
に
断
定
は
で
き
な
い
。
軒
丸
瓦
七
類
八
類
と
軒
平

瓦
六
類
と
は
鎌
倉
時
代
の
組
合
せ
と
し
て
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
既
往
の
蒐
集
古
瓦
と
発
掘
資
料
の
分
類
別
点
数
を
表
に
ま
と
め
て
お

こ

う

。
二
、
国
分
寺
の
瓦
当
文

九
州
地
方
の
奈
良
時
代
寺
院
辻
で
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
る
瓦
当
文
に
は
、

大
宰
府
地
方
で
盛
行
し
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
、
或
は
地
域
的
変
改
を
と
げ
た
変
型

種
の
文
様
が
発
見
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
な
か
で
も
地
域
的
に
最
も
広
い
分
布
を

十

一
ト
レ
ン
テ

十
二
ト
レ
ン
チ

十
二
ト
レ
ン
チ

東 1宮 1西

京 1崎 1都

博 1博 1博

物 1物 1物

館 1館 1館
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も
つ
も
の
は
、
老
司
式
と
鴻
鱚
館
式
と
汎
称
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も

の

で
あ

①
る
。
前
者
は
筑
前
、
福

岡
市

老
司
瓦
窯
辻
発
見
の

一
組
を
標

識

と
す

る
も

の

で
、
軒
丸
瓦
は
中
房
に
１
１
５
１
４０
の
蓮
子
配
置
を
も
ち
、
複
弁
八
葉
で
周
縁
に

珠
文
、
陽
起
鋸
歯
文
が
あ
る
。
軒
平
瓦
は
痛
行
唐
車
文
で
周
縁
に
珠
文
、
陽
起
鋸

歯
文
を
配
す
る
。
畿
内
の
藤
原
京
、
本
英
師
寺
の
系
譜
を
ひ
く
白
鳳
様
式
の
瓦
当

文
で
あ
る
。
後
者
は
筑
前
、
福
岡
市
平
和
台
の
鴻
幅
館
址
に
比
定
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
の
主
体
を
な
す

一
組
の
古
瓦
を
標
識
と
す
る
。
軒
丸
瓦
は
４
１
４
１
８
の
蓮

子
配
置
を
も
ち
、
複
弁
八
葉
で
珠
文
縁
、
軒
平
瓦
は
中
心
飾
の
あ
る
均
整
唐
車
文

で
周
縁
に
珠
と
陽
起
鋸
歯
文
を
配
す
る
も
の
で
奈
良
時
代
様
式
の
瓦
当
文

で
あ

る
。
大
宰
府
の
筑
前
国
分
寺
に
は
こ
の
両
形
式
を
合
せ
て
使
用
し
て
い
る
。

こ
れ
が
肥
前
国
分
寺
で
は
殆
ん
ど
変
化
を
う
け
な
い
鴻
臆
館
式
の

一
組
が
使
用
さ

れ
て
い
る
。
豊
前
国
分
寺
で
は
変
化
し
た
老
司
系
軒
平
瓦
と
鴻
臆
館
系
軒
丸
瓦
の

セ
ッ
ト
と
な
り
、
豊
後
国
分
寺
で
は
軒
丸
瓦
は
不
明
で
あ
る
が
、
軒
平
瓦
は
豊
前

国
分
寺
よ
り
も
原
型
に
近
い
老
司
系
で
あ
る
。
筑
後
国
分
寺
で
も
老
司
系
軒
平
瓦

が
あ
る
が
、
主
体
を
な
す
も
の
は
単
弁
軒
丸
瓦
と
特
殊
な
均
正
唐
車
文
ま
が
い
の

軒
平
瓦
で
あ
る
。
こ
の
軒
平
瓦
に
は
陽
起
鋸
歯
文
が
あ
る
点
に
大
宰
府
系
古
瓦
の

影
響
を
み
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
更
に
肥
後
国
分
寺
ま
で
下
る
と
、軒
平
瓦
の
陽
起

鋸
歯
文
も
な
く
な
り
、珠
文
縁
と
な
る
。
軒
丸
瓦
の
複
弁
に
は
、
こ
れ
を
囲
む
外
郭

線
が
加
わ
っ
て
、
軒
平
瓦
の
独
特
な
扁
行
唐
草
文
と
共
に
大
宰
府
系
古
瓦
へ
の
関

連
は
求
め
ら
れ
な
い
。
薩
摩
国
分
寺
で
は
軒
丸
瓦
は

一
見
し
て
肥
後
国
分
寺
か
ら

の
伝
播
が
う
か
が
わ
れ
る
。
軒
平
瓦
は
陽
起
鋸
歯
文
と
痛
行
唐
草
文
の
み
ら
れ
る

老
司
系
の
変
化
形
式
で
あ
り
、
唐
草
文
の
頭
の
部
分
が
珠
文
化
し
て
い
る
点
で
大

宰
府
か
ら
豊
前
国
分
寺
を
経
由
し
て
伝
播
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大
隅
国
分
寺

で
は
鴻
幅
館
系
の
軒
丸
瓦
二
種
と
、
簡
略
化
さ
れ
た
文
珠
縁
扁
行
唐
車
文
軒
平
瓦

が
あ
る
。
軒
丸
瓦
は
中
房
蓮
子
が
４
１
４
１
８
の
も
の
か
ら
４
１
８
の
も
の
へ
と

た
ど
ら
れ
、
複
弁
も

一
箇
所
で
二
箇
の
複
弁
が
連
接
す
る
も
の
へ
と
変

っ
て
、
豊

前
国
分
寺
の
例
に
近
似
し
て
く
る
。
軒
平
瓦
の
文
様
は
明
ら
か
に
日
向
国
分
寺
の

創
建
時
代
軒
平
瓦
か
ら
派
生
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
九
州
各
国
の
国
分
寺
古
瓦
を
通
覧
す
る
と
き
、
単
弁
は
筑
後
国

分
寺
に
あ
ら
わ
れ
て
、
更
に
日
向
国
分
寺
に
た
ど
ら
れ
る
。
ま
た
日
向
国
分
寺
の

軒
平
瓦
に
み
る
痛
行
唐
車
文
は
珠
文
縁
で
あ
る
こ
と
と
も
合
せ
て
老
司
系
に
た
ど

る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
肥
後
国
分
寺
の
扁
行
唐
草
文
に
は
二
重
線
に
よ
る
花
の

表
現
と
葉
の
附
設
な
ど
の
点
で
、
日
向
国
分
寺
よ
り
も
複
雑
で
あ
り
、
肥
後
北
部

地
方
に
み
る
軒
丸
瓦
の
周
縁
に
唐
車
を
め
ぐ
ら
す
所
謂
新
羅
系
瓦
当
文
か
ら
の
ヒ

ン
ト
も
考
え
ら
れ
る
。
珠
文
縁
で
あ
る
こ
と
も
新
羅
系
瓦
当
文
の
特
色
で
あ
り
、

豊
前
地
方
に
は
そ
の
最
も
典
型
的
な
古
瓦
の
分

帥
圏
も
あ

っ
て
、
九
州
地
方
に
は

古
く
か
ら
新
羅
系
古
瓦
の
影
響
が
入

っ
て
お
り
、
奈

良

時

代

に
入

っ
て
か
ら
は

肥
後
北
部
に
注
目
さ
れ
る
展
開
を
示
し
て
い
る
。
筑
後
国
分
寺
の
均
正
唐
草
文
ま

が
い
の
軒
平
瓦
の
な
か
に
も
新
羅
系
の
要
素
は
た
ど
ら
れ
る
。
新
羅
系
瓦
当
文
か

ら
肥
後
国
分
寺
、
更
に
日
向
国
分
寺

へ
と
導
く
に
は
、
も

っ
と
詳
細
な
分
析
と
他

の
多
く
の
寺
院
址
資
料
と
の
関
連
を
検
討
し
た
上
で
な
い
と
決
定
で
き
な
い
現
状

で
あ
る
が
、
肥
後
国
分
寺
軒
丸
瓦
と
日
向
国
分
寺
軒
丸
瓦
三
類
と
の
間
に
手
法
上

の
共
通
性
が
認
め
ち
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
様
な
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
全

く
無
駄
に
終
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
肥
後

。
日
向

。
大
隅

・
薩
摩
国
分
寺
に
み
る
南
九
州
の
古
瓦
と
他
の
北
九

州
国
分
寺
の
古
瓦
と
の
間
に
は
直
結
で
き
な
い
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
南
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北
両
地
域
の
歴
史
的
性
格
の
相
違
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
社
会
構
成
の
相
違
と
も

大
な
り
小
な
り
関
連
の
あ
る
問
題
で
あ
る
。

軒
丸
瓦
に
お
け
る
肥
後
と
薩
摩
、
軒
平
瓦
に
お
け
る
日
向
と
大
隅
の
類
似
の
背

景
に
は

「弘
仁
式
」
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
薩
摩
国
分
寺
料
は
肥
後
で
、
大
隅
国
分

寺
料
は
日
向
で
支
出
さ
れ
た
経
済
的
関
係
の
如
き
相
互
関
係
を
更
に
奈
良
時
代
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
文
化
的
関
係
の
中
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
薩
摩
国
分
寺
の

軒
平
瓦
に
豊
前
国
分
寺
と
の
類
似
を
み
た
が
、
両
国
の
関
係
は
す
で
に
和
銅
七
年

（七

一
四
）
豊
前
国
の
人
間

∝
百
戸
を
薩
摩
に
移
住
さ
せ
て
年
人
を
勧
導
さ
せ
た

こ
ろ
に
始
ま

っ
て
い
る
の
で
、
或
は
瓦
工
の
交
流
な
ど
の
問
題
が
あ

っ
た
可
能
性

も
あ
る
。
瓦
章
文
の
上
に
み
る
国
分
寺
相
互
の
近
縁
関
係
を
図
示
す
れ
ば
次
の
よ

う
に
な
ろ
う
。

肥
後

―
―
卜
卜

薩
摩

肥
前

註

①

小
田
富
■
止
「九
州
に
於
け
る
太
宰
府
系
、
古
瓦
の
展
開

（
一
を
三
）
」

（九
州
考

古
学
生
０
２
●
５
●
６
号
）
昭
和
三
十
二
ぞ
三
十
二
年

②

小
田
富
士
雄

「豊
前
に
於
け
る
新
羅
系
古
瓦
と
そ
の
意
義
」

（史
淵
八
十
五
輯
）
昭

和
三
十
六
年

③
　
「続
日
本
紀
」
和
銅
七
年
二
月
十
五
日
条

三
、
平

瓦

の

叩

目

文

日
向
国
分
寺
の
平
瓦
叩
目
に
は
大
別
し
て
組
目
文

（Ａ
式
）

・
格
子
目
文

（
Ｂ

式
）

。
平
行
条
線
文

（Ｃ
式
）

・
無
文

（Ｄ
式
）
の
四
種
が
あ
る
。
な
か
で
も
特

に
多
い
の
は
組
目
文
と
格
子
目
文
で
あ
り
、
創
建
時
代
軒
平
瓦
に
は
両
者
を
明
陳

に
残
し
て
い
て
、
平
行
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
元
来
、
太
宰

府
地
方
で
は
老
司
式
に
伴
な
う
の
は
正
格
子
目
文
で
あ
り
、
鴻
幅
館
式
に
伴
な
う

の
は
細
目
文
で
あ
る
。
両
形
式
の
併
用
さ
れ
た
筑
前
国
分
寺
で
は
平
凡
の
叩
文
様

に
於
い
て
も
両
者
が
ほ
ぼ
同
量
使
用
さ
れ
て
い
る
。
九
州
の
国
分
寺
に
つ
い
て
筆

者
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
肥
前
、
肥
後
、
薩
摩
、
豊
後
で
は
組
目
が
大
部
分
、
豊
前

で
は
格
子
目
が
檎
縄
目
よ
り
多
く
、筑
後
、
日
向
、
大
隅
で
は
両
者
ほ
ば
同
量
使
用

し
た
と
思
わ
れ
る
。
元
来
、
老
司
系
古
瓦
が
畿
内
で
は
白
鳳
期
に
盛
行
し
た
も
の

で
あ
り
、
鴻
幅
館
系
の
如
き
均
正
唐
草
大
が
奈
良
時
代
の
主
流
を
な
す
も
の
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
縄
目
文
が
次
第
に
主
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
当
然
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の
帰
結
で
あ
る
と
も
云
え
よ
う
。
な
か
で
も
日
向
国
分
寺
で
分
類
し
た
組
目
の
Ａ

１
１
、
Ａ
１
２
、
格
子
目
の
Ｂ
１
４
、
Ｂ
１
２
に
相
当
す
る
も
の
が
最
も
多
い
。

こ
の
こ
と
は
日
向
国
分
寺
の
場
合
で
も
あ
て
は
ま
る
結
果
が
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

あ

っ
て
、
当
代
の

一
般
的
傾
向
に
従

っ
て
い
る
も
の
と
云
え
よ
う
。
更
に
日
向
国

分
府
の
場
合
に
は
組
目
文
の
粗
い
Ａ
１
３
、
Ａ
１
４
が
か
な
り
多
く
み
ら
れ
た
点

は
他
の
国
分
寺
に
み
ら
れ
な
い
特
色
で
あ
る
。
　

次
に
平
行
条
線
○
は
量
は
少
い

け
れ
ど
も
注
目
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。
こ
の
種
の
平
行
条
線
叩
目
文
は
古
く
は
大

和
飛
鳥
寺
（ぱ

、
河
内
船
橋
遺
垢
ぼ

如
き
、
奈
良
時
代
以
前
の
寺
院
址
に
み
ら
れ
、

九
州
で
も
天
智
天
皇
四
年

（六
六
五
）
、
百
済
の
亡
命
者
の
指
揮
に
よ

っ
て
築
城

さ
れ
た
肥
前
基
卑
城
や
、
新
羅
系
古
瓦
で
知
ら
れ
る
豊
前
垂
水
廃
寺
な
ど
の
白
鳳

期
の
遺
跡
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
に
は
朝
鮮
半
島
の
帰
化
人
或
は

そ
の
系
譜
を
ひ
く
人
々
と
の
関
係

が

考

ら

れ
る
。
　

ま
た
以
上
の
諸
遺
跡
発
見

の
資
料
は
条
線
の
間
隔
が
つ
ん
で
い
て
溝
も
深
い
。
従

っ
て
、
日
向
国
分
寺
の
場

合
も
Ｃ
１
４
が
Ｃ
１
２
や
Ｃ
１
３
よ
り
も
様
式
的
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
北
九
州
各
地
で
こ
れ
ま
で
筆
者
の
注
意
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
種

条
線
文
は
国
分
寺
の
出
現
頃
が
流
行
の
下
限
年
時
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
予
測

し
て
い
る
。
年
時
の
比
較
的
知
ら
れ
る
も
の
で

（
ｔま
い
天
平
十
年

（七
三
八
）
か
ら

宝
亀
年
間
ま
で
に
建
立
さ
れ
た
豊
前
宇
佐
鑢
勒
寺
に
も
そ
の
変
化
形
式
を
み
る
こ

と
が
で
き
、
前
項
で
述
べ
た
薩
摩
国
分
寺
の
痛
行
唐
車
文
軒
平
瓦
の
裏
面
に
は
古

式

に
近
い
形
式
の
も
の
を
発
見
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
日
向
国
分

寺
の
条
線
叩
目
に
も
上
述
の
如
き
系
譜
と
年
代
観
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

①

奈
良
文
化
財
研
究
所

「飛
鳥
寺
発
掘
調
査
報
告
」

（昭
和
三
十
三
年
）

②

原
口
正
三

「河
内
船
橋
遺
跡
出
土
遺
物
の
研
究
」

（大
阪
府
文
化
財
調
査
報
告
第
八

輯
）
昭
和
三
十
三
年

③

賀
川
光
夫
・
入
江
英
親
・
小
田
富
士
雄

「弥
靱
寺
遺
跡
」

（大
分
県
文
化
財
調
査
報

告
第
七
集
）
昭
和
三
十
六
年
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第24図  平 瓦格子 目叩文 ←→

1.筑前・老司瓦窯  2.筑後。国分寺  3.筑後。上岩田

4.豊前。国分寺   5.肥後・渡鹿(A)6.大隅・ 国分寺





第 25図  平 瓦格子 目叩文ロ

7.豊前・弥靱寺   8.筑前・大分廃寺 9.肥後・国分寺

10。 豊後。国分寺  11・ ～14。 日向国分寺





第 26図  平 瓦平行条線 叩文

1.肥前・基難城  2.豊前・垂水廃寺

3.薩摩国分寺   4.豊 前・弥靱寺





説

日
向
遺
跡
総
合
調
査
は
第
二
回
目
と
な

っ
た
。
こ
の
た
び
は
日
向
国
分
寺
が
撰

ば
れ
た
。
前
二
回
は
い
づ
れ
も
組
丈
遺
跡
の
調
査
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
比
較

的
に
少
な
か

っ
た
歴
史
時
代
の
遺
跡
に
調
査
の
手
が
の
ば
さ
れ
た
。
宮
崎
県
の
文

化
は
古
く
開
け
た
え
ま
の
な
い
歴
史
の
流
れ
に
そ
っ
て
多
く
の
史
跡
を
残
し
て
い

る
。
戦
前
日
向
の
地
は
聖
跡
と
結
び
つ
い
て
古
墳
調
査
が
さ
か
ん
で
あ

っ
た
。
さ

か
の
ぼ

っ
て
大
正
年
代
に
於
け
る
西
都
原
古
墳
調
査
は
日
本
の
学
史
に
大
き
な
役

割
を
果
し
て
い
る
。
戦
前
は
調
査
対
象
が
古
墳
に
重
点
が
置
か
れ
た
た
め
、
よ
り

古
い
時
代
、
石
器
時
代
―
―
縄
文
期
の
調
査
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
上

記
の
欠
を
補
う
意
味
で
も
時
宜
を
得
た
選
択
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
に
歴
史

時
代
の
史
跡
に
い
た

っ
て
は
、
県
の
発
掘
調
査
の
事
例
は
極
め
て
乏
し
い
。
こ
の

た
び
の
調
査
は
国
分
寺
と
い
う
仏
教
寺
院
の
遺
構
調
査
で
は
あ
る
が
、
そ
の
土
地

が
ら
を
み
れ
ば
、
日
向
の
歴
史
に
と

っ
て
も
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
く
る
。
児
湯

郡
が
国
府
の
所
在
地
と
し
て
古
代
日
向
の
政
治
文
化
の
中
心
地
と
な

っ
て
い
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
西
都
原
の
古
墳
は
県
内
の
古
墳
の
中
心
と
な

っ
て
喧
伝

さ
れ
る
。
児
湯
の
地
は
古
墳
時
代
か
ら
日
向
の

一
中
心
地
を
形
成
し
て
い
っ
た
経

過
を
実
証
す
べ
き
好
個
の
資
料
を
も

っ
て
い
る
。
国
分
寺
は
全
国
に
そ
れ
ぞ
れ
、

僧
寺
、
尼
寺
の
両
寺
を
も

っ
て
い
る
。
日
向
の
日
分
寺
だ
け
が
特
異
の
存
在
で
あ

る
と
い
う
理
由
に
よ

っ
て
、
調
査
さ
れ
た
も
の
で
は
勿
論
な
い
。
日
向
国
分
寺
の

調
査
は
地
方
国
分
寺
と
い
う
も
の
の
個
性
を
提
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
、
全

国
の
国
分
寺
寺
院
に
於
て
占
め
る
位
置
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
　
こ
の
意
味
か
ら
縄
丈
遺
跡
に
し
て
も
、　
歴
史
時
代
の
遺
跡
に
し
て
も
、
全

般
的
な
視
野
に
た

っ
て
個
々
の
遺
跡
を
理
解
し
、
そ
の
個
性
と
共
通
的
な
性
格
の

検
討
が
当
然
要
求
さ
れ
る
。
国
分
寺
研
究
は
こ
の
よ
う
な
両
面
性
が
あ
る
た
め
、

各
国
で
何
回
か
と
り
あ
げ
ら
れ
た
問
題
で
あ
る
。
日
向
国
分
寺
に
し
て
も
す
で
に

い
く
つ
か
の
報
告
書
な
り
、
論
文
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
等
の
文
献
に
は

一
応
の
紹

介
な
り
、
考
察
は
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
近
年
こ
と
に
進
ん
で
い
る
歴
史
考
古

学
の
学
問
的
現
段
階
に
て
ら
し
て
再
検
討
を
要
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
き
た
。

そ
れ
は
第

一
に
発
掘
に
よ
る
確
実
な
資
料
の
発
見
と
、
誤
り
な
い
事
実
の
判
断
で

あ
る
。
表
面
観
察
が
主
に
な

っ
て
い
る
場
合
は
資
料
の
基
礎
が
不
確
実
と
な
り
が

ち
で
、
従

っ
て
解
釈
の
誤
り
も
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
。
勿
論
学
術
的
発
掘
に
は
多
く

の
日
時
と
人
的
経
費
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
。
こ
と
に
国
分
寺
の
よ
う
な
広
域
史

跡
に
は
、
今
回
と

っ
た
よ
う
な
日
数
で
は
ど
う
し
て
も
不
足
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
今
後
幾
度
か
同
様
の
作
業
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
銘
記
す

べ
き
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
今
日
の
技
術
的
段
階
に
於
て
新
し
い
資
料
の
発
見
と
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今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
基
礎
的
な
作
業
を
開
始
し
た
意
義
は
忘
れ
て
は
な
る
ま

戦
後
の
歴
史
考
古
学
の
発
達
、
特
に
国
分
寺
址
調
査
の
成
果
は
、
個
々
の
遺
跡

調
査
に
と

っ
て
よ
い
参
考
資
料
に
な
る
と
い
う
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
る

こ
と

が

多

い
。
国
分
寺
個
々
の
調
査
に
よ

っ
て
、
国
分
寺
遺
跡
の
通
念
が
導
か
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
の
帰
結
を
導
き
出
す
よ
す
が
と

な
る
も
の
は
、
学
術
的
な
成
果
の
集
積
に
よ
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
機
運
に
よ

っ
て
、
昭
和
三
十
六
年
度
の
総
合
調
査
の
対
象
は
日
向
国
分
寺

と
な

っ
た
。　
一
つ
に
は
全
国
的
視
野
に
立

っ
た
国
分
寺
の
検
討
と
い
う
面
と
と
も

に
、
日
向
の
古
代
文
化
の

一
面
―
―
奈
良
平
安
期
の
仏
教
文
化
を
表
現
し
て
い
る

遺
跡
に
よ

っ
て
―
―
を
掟
え
る
作
業
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
王
朝
時
代
の
具

体
的
な
遺
跡
事
例
か
ら
出
発
し
て
、
い
ま
ま
で
文
献
に
よ

っ
て
の
み
な
が
め
て
き

た
古
代
史
を
遺
物
、
遺
跡
の
上
に
立

っ
て
再
検
討
す
る
と
い
う

一
般
的
な
傾
向
を

助
長
す
る
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

遺
跡
調
査
か
ら
寺
地
と
伽
藍
配
置
の
復
元
の
見
通
し
を
つ
け
た
が
、
省
み
て
決

定
的
な
線
は
多
く
な
い
。
け
れ
ど
も
今
回
の
調
査
を
端
緒
と
し
て
回
を
重
ね
れ
ば

全
貌
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
期
待
出
来
る
。
利
用
し
得
る
文
献
に
つ
い
て
も
出
来

得
る
限
り
の
考
察
は
試
み
た
。
更
に
又
、
出
土
古
瓦
類
に
つ
い
て
も
、
既
往
の
採

集
品
を
合
め
て
整
理
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
は
日
向
古
代
文
化
の
個
性
的
な
面
を

表
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。
稿
を
終
る
に
あ
た

っ
て
、
今
次

調
査
の
意
義
を
反
省
し
て
結
語
に
代
え
た
。





響
添



跡 口

一、西北丘陵上より国分寺台地をのぞむ

二、南地区より寺域の東限をのぞむ (右はしの上盛りは西都原222号墳)



図版 3 遺 跡 日

一、伝東門〕L(仁王坂)よ り五智堂をのぞむ

二、五智堂全景 (東より)



区版 4 第一 トレンテ (北東より)

二、北西土壇現状 (束 より)

一 四 一



―旧―

二、中央地区　第六トレンチ（南）の

図版５　遺跡ｍ一　南ヽ地区　第ニトレンテ（北より）

より



図版 6 遺  跡 榊 一、伝塔心礎



物 的 五智堂周辺図版 ア 遺

―‐́ヒ ー



8+8

遺  物 口 五智堂周辺図版 8

― 八 ―



物 口 】ヒ西土壇図版 9 遺

一 九 一



物 lpl】 ヒ西土壇図板 10 遺



図版 44 遺 物 的 ゴヒ西土壇



物 榊 第十一 トレンチ図版 42 遺



図版43 遺  物 ltl第 十一 トレンチ



物 い 第十一 トレンチ図版44 遺



D‐

物 的 第十一 トレンテ図版 45 遺



白
出
輔

（翠
苗
）

白
出
輔

（コ
詰
）

封
藤
講
（皿
菊
＋
＝
＝
）

図版46 国分寺境内の石造物




